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平成２１年第４回高森町議会定例会（第１号） 

 

平成２１年１２月１１日 

午前１０時００分開会 

於    議   場 

１．議事日程 

 町長あいさつ 

 開会（開議）宣告 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

          ４番 甲斐 直三君 

          ５番 甲斐 廣國君 

 日程第 ２ 会期の決定 

     （１）会 期（８日間） 

          自  平成２１年１２月１１日 

          至  平成２１年１２月１８日 

     （２）会期及び審議の予定 

 

 

日程第 ３ 常任委員会の所轄事務調査報告について 

日程第 ４ 議案第５５号 町道の路線の廃止について 

日程第 ５ 議案第５６号 町道の路線の認定について 

日程第 ６ 議案第５７号 町道の路線の認定について 

日程第 ７ 議案第５８号 町道の路線の認定について 

月  日 会議の種類 備     考 

１２月１１日（金） 本会議 議案審議（付託） 

１２月１２日（土） 休 会  

１２月１３日（日） 〃  

１２月１４日（月） 〃 各委員会 

１２月１５日（火） 〃 各委員会 

１２月１６日（水） 〃 各委員会 

１２月１７日（木） 本会議 一般質問 

１２月１８日（金） 〃 委員長報告・採決 
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日程第 ８ 議案第５９号 高森町火入れに関する条例の一部改正について 

日程第 ９ 議案第６０号 平成２１年度高森町一般会計補正予算について 

日程第１０ 議案第６１号 平成２１年度高森町国民健康保険特別会計補正予算につ

いて 

日程第１１ 議案第６２号 平成２１年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いて 

日程第１２ 議案第６３号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

日程第１３ 議案第６４号 熊本県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体

の数の減少及び規約の一部変更について 

日程第１４ 休会の件について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

１ 番  立 山 広 滋 君        ２ 番  森 田   勝 君 

３ 番  田 上 更 生 君        ４ 番  甲 斐 直 三 君 

５ 番  甲 斐 廣 國 君        ６ 番  後 藤 和 昭 君 

７ 番  甲 斐 正 一 君        ８ 番  相 馬 俊 行 君 

９ 番  三 森 義 高 君       １０ 番  後 藤 英 範 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１８名） 

町    長  藤 本 正 一 君   副 町 長  宇 藤 信 幸 君 

教 育 長  渡 邉 哲 郎 君   総 務 課 長  色 見 隆 夫 君 

住民福祉課長  後 藤 秀 希 君   税 務 課 長  村 上 源 喜 君 

産業観光課長  後 藤 正 三 君   建 設 課 長  瀬 井 公吉郎 君 

会 計 課 長  岩 下 光 廣 君   教育委員会事務局長  佐 伯 実 範 君 

総務課長補佐  甲 斐 敏 文 君   住民福祉課長補佐  長 尾 和 博 君 

住 民福祉課長補佐  廣 木 富 八 君   税務課長補佐  甲 斐 末 久 君 

産 業観光課長補佐  杉 田 則 秋 君   建設課長補佐  甲 斐 邦 博 君 

高森東保育園園長代理  瀬 井 類 子 君   色見保育園園長代理  熊 谷 優 子 君 
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５．本会議に職務のため出席した者の職氏名（２名） 

議会事務局長  古 澤 建 生 君   議会事務局係長  沼 田 勝 之 君 
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開会 午前１０時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） おはようございます。 

 お待たせをいたしました。 

 会議に先立ち、町長のご挨拶をお願いいたします。町長 藤本正一君。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 町長あいさつ 

○町長（藤本正一君） おはようございます。 

師走を迎えまして、いよいよ本格的な寒気が到来をしてまいりましたけれども、

議員の皆様方におかれましてはいかがお過ごしでしょうかということでございます

が。本日は平成２１年度第４回高森町議会定例会が開催されるにあたりまして、一

言ご挨拶を申し上げます。 

議員の皆様におかれましては、公私ともに何かとご多忙の中、ご出席を賜りまし

て誠にありがとうございます。さて、国におきましても過去最高に膨らんだ９５兆

円の平成２２年度概算要求額から、不要不急な事業や過大な予算請求を洗い出す行

政刷新会議等の仕分け作業が１１月２７日に終了いたしたところでございます。一

般会計への計上は認めないということで、廃止・凍結または見直しというふうにお

聞きをいたしておるところでございますが、私どもをはじめ、また議員の先生方も

本当に仕分け作業が納得できたかなと、その分もあろうかなと、そのように思って

おります。当初の民主党さんの方のお話をお聞きいたしますと３兆円減額をすると

いうような金額を目的にした仕分け作業等もございましたし、なかなか費用対効果

を見わけができない部分も地方によってはあったんじゃなかろうかなと、議員の皆

さんもそういう不安定と申しますか、不安になった部分もあったかなと、私もその

ように見て、お聞きをしたところでもございます。 

そういう中でもおかげさまといいますか、私どもの熊本県の方にも臨時の景気対

策ということで約８００数億円の予算が付いております。それが、今回の議会でも

大体通ったようにお聞きをしておりますが、今後平成２１年度の第２次補正予算の

７兆２,０００億円に上ります、今後の地方に対しての手当がどのような方向性で

持ってこられるのか、まだ不安定でございますし、私どもも来年の３月の議会まで

には決定するというふうにお聞きをいたしております。どのような地方の対策、環

境問題またエコ問題、また雇用問題等の方策がどのような対策が取れるのかと不安

に思っておりますけれども、十分今後国県の方向性を見極めながら、私どもにとり
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まして町民の幸せ、そして地域の発展のどのようなことが必要かということを、よ

く見極めまして進めてまいりたいと、そのように思っております。 

まだまだ私どもも政権が代わりまして３カ月あまりでございますので、なかなか

これといった方策がないのも現状でございます。どうか、議員の皆さんと一緒にな

って今後の方策を見守っていきたいと、そのように思っておりますのでどうかよろ

しくお願いを申し上げます。 

そういう中の一つの中で、事業仕分けによります本町への影響も、農道整備事業

及び学校のＩＣＴ活用推進事業が廃止をされておるのをはじめ、まちづくり交付金

事業は地方への移管、また地上デジタル放送のための環境整備は予算削減と、少な

からず影響が出る可能性はあるということで懸念をいたしておるところでもござい

ます。また、総務省が自治体に配布します地方交付税につきましても、地方も最も

恐れる削減であるかなと、そのように思っておるところでもございます。こういう

自体は直接のことは免れましたけれども、仕分け人の方からの批判が続出いたして

おりますし、抜本的な見直しをするべきであろうと、そのようは判定がなされてお

ります。これに対しまして、原口総務大臣等におきましては、交付税は地方独自の

財源で手を出してはならないという、いかにも頼もしい意見が出ております。本町

のように、自主財源が乏しい自治体におきましては、ただただ頭の下がる思いでテ

レビ等を見入っていたところでもございます。 

また、今後の景気回復の最大の手段として自民党政権下に打ち出されました定額

給付金事業につきましても、本町におきましても９月末現在の給付期限までに２,

７７０件中２,７６９件の申請を受付け、金額にいたしまして１億１,６１３万２,

０００円となっております。１件につきましては、本人からの自体ということで、

給付率にいたしますと９９.９６％の結果となりました。熊本県下では２８５億ほ

どの定額給付金の配布であったようにお聞きをいたしております。全国的には１兆

９,２６８億円となっております。私もこの給付金につきましては、パッと使おう

ということで家族と一緒に食事に出掛けたことでございますけれども、議員の先生

方におきましてはどのような定額給付金のご利用になられたかなと、そのように思

っておるところでございますし、また、この私ども地方にとりまして少しでも経済

に影響があったかなと思っておるところでございます。専門家の一つの分析結果を

見ないことにはわからないなと、そのように思っております。 

また、次に１１月の臨時会で補正予算をお願いをいたしました新型インフルエン

ザにつきまして、その発生状況及び予防接種状況につきましてお知らせを申し上げ
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ます。 

まず、小・中学校の発生率は１２月現在で高森中央小学校で５２名、高森東小学

校で９名、高森中学校で７名、高森東中学校で８名と、合計７６名でございます。

全児童生徒数の１５.４％になっております。発生者数がもっとも多い高森中央小

学校では学級閉鎖が５クラスと学年閉鎖が３年生の１クラスとなっております。授

業時間の確保が厳しい状況になっているとお聞きをいたしているところでございま

す。また、本町の医療機関での予防接種状況につきましては、１２月１日現在で医

療従事者が３４名、基礎疾患症のある方が１１５名と合計で１４９名となっており

ます。今後寒さが厳しくなるにつれまして、ますます新型インフルエンザが蔓延す

ることが予想されます。早めの予防接種のお願いをするとともに手洗い、またうが

い、咳エチケットの励行に努めてまいらなならないと、そのように思っております。 

本年度も余すところあと４カ月足らずとなってまいりました。平成２２年度の予

算編成に取り掛かる時期となってまいりました。民主党政権下での国の方策がはっ

きりしない状況から予算編成作業は先行き不透明感がありますけども、町といたし

ましても振興計画を柱に、着実な財政運営を心掛けてまいる所存でございます。ま

た、職員にも平成２１年度の事業の早期完了と再度の見直しを行うことによりまし

て、事業に遺漏なきよう万全を期すよう指示をいたしたところでございます。また、

私自身この１年間公私ともに議員各位にご迷惑またご心労をお掛けいたしましたこ

とを深くお詫びを申し上げますとともに、平成２２年度が高森町にとりまして飛躍

の年でありますことをご祈念申し上げ、第４回定例会の冒頭のあいさつとさせてい

ただきます。 

定例会に上程いたします議案は、条例案件１件、予算案件３件、町道廃止・認定

が４件、その他案件２件の計１０件でございます。何卒よろしくご審議・ご決定を

賜りますようお願いを申し上げ、あいさつとさせていただきます。よろしくお願い

を申し上げます。 

○議長（三森義高君） どうもありがとうございました。 

 ただいまから、平成２１年第４回高森町議会定例会を、開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（三森義高君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、４番 甲斐直三君、５番 
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甲斐廣国君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（三森義高君） 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

 会期の決定につきましては、議会運営委員会に付託してありましたので、委員長

の報告を求めます。議会運営委員長 甲斐廣國君。 

○議会運営委員長（甲斐廣國君） おはようございます。５番、甲斐です。 

会期の報告を申し上げます。議会運営委員会に付託されておりました平成２１年

第４回高森町議会定例会の会期につきましては、本日１２月１１日から１２月１８

日までの８日間と決定しております。 

 以上、報告終わります。 

○議長（三森義高君） 議会運営委員長の報告のとおり決定したいと思います。ご異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日から１２月

１８日までの８日間と決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 常任委員会の所管事務調査報告について 

○議長（三森義高君） 日程第３、常任委員会の所管事務調査報告についてを議題とし

ます。建設経済常任委員長から、所管事務調査報告の申し出があっておりますので、

許可します。建設経済常任委員長 田上更生君。 

○建設経済常任委員長（田上更生君） おはようございます。３番、田上です。 

これから、本年９月２９日、３０日に実施いたしました建設経済常任委員会の所

管事務調査のご報告をいたします。今回の所管事務調査は、広大な畑作地帯が広が

る南九州の宮崎県都城市において、加工や販売とともに地域農家への販路提供や技

術指導、生産委託等の事業を展開している大規模な露地野菜の生産法人有限会社新

福青果を訪ねました。 

その結果と現状及び今後の展開等について視察調査を行いましたのでご報告いた

します。新福青果は、昭和６２年に設立され、資本金は３,７００万円、従業員は

６８名で、年間総生産額・販売額１２億５,０００万円となっております。野菜の

生産から加工・流通・販売を行う企業としての農業経営であり、「人に安心と健康、
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土に愛と感謝」をモットーに、生産から加工販売まで手掛け、地域密着型企業とし

て耕作放棄地の発生防止、障がい者との輪として軽作業への障がい者の従事活動な

どの取り組みなども実施されております。また、規格外品を商品化するため、加工

販売にも力を入れておられ、特に耕作放棄地の利用については宮崎県などの助成金

を活用する農家も多く、最近では競合する農家の出現により耕作放棄地がほとんど

なくなったというような現状であります。 

宮崎県は、全国第６位、３,０７８億円の農業産出額を誇っており、農家の所得

をより増やそうと、儲かる農業の仕組みづくりが展開されています。地球温暖化や

原油高騰、農産物の国産嗜好など、向かい風と、また追い風が交錯する中、２１年

度から農業所得向上のための新たな農・食産業システム構築事業がスタートしてお

ります。新福青果は、この事業の目玉プロジェクトの協力事業所であり、ＩＴを活

用したシステムを導入し、圃場の状態や栽培履歴・作業時間などのデータをコンピ

ュータ上に蓄積することにより勘や経験に頼らず、新規就農者でも即戦力として生

産現場で活躍できることを狙いとしています。 

同社は農業のＩＴ化には早くから取り組み、作業日誌の記帳や圃場ごとのコスト

の計算など企業経営の手法を取り入れた成果を挙げられており、またカット野菜工

場は、規格外品あるいは豊作時の問題を解決し収入増へつなげるなど、無駄を省く

さまざまな工夫とアイデアが生かされております。 

次に、ＪＡ綾町の水の郷綾直販センターや、綾町商工会の農産物販売所「ほんも

の市場」、さらには宮崎県物産館を視察いたしました。綾直販センターにおいては、

いかに消費者に安心・安全をアピールできるか、また特色あるものが求められてい

るかとのことであります。最近至る所に直販所ができ、客数は減少傾向にあるとい

われています。しかしながら、宮崎県物産館におきましては東国原知事人気といい

ますか、たいへん訪れる客も多く、活気にあふれ盛況でありました。 

今回の研修を通して、農業振興への参考になるものがいくつかありました。１つ

は耕作放棄地の解消に向けた取り組み、２つめに農産物の規格外品の商品化による

収入増、３つめに生産者と消費者が様々な交流を通して消費者ニーズに合う商品の

開発などが上げられます。 

今回の研修の成果を本町の農業につなげたい、農業振興につなげたいとの思いを

込めて調査報告といたします。 

以上終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第４ 議案第５５号 町道の路線の廃止について 

 日程第５ 議案第５６号 町道の路線の認定について 

○議長（三森義高君） 日程第４、議案第５５号、町道の路線の廃止について及び日程

第５、議案第５６号、町道の路線の認定についてを一括議題とします。本件につい

て、提案理由の説明を求めます。建設課長 瀬井公吉郎君。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） おはようございます。 

議案第５５号及び議案第５６号については、関連がありますので一括してご説明

申し上げます。 

まず、はじめに議案第５５号、町道の廃止について、ご説明申し上げます。 

町道取首・水湛線は、大字永野原字上大境の町道県境線から、大字菅山字枝を結

ぶ路線で、町道を９２ｍ追加延長するため、町道の終点を変更する必要があり、町

道の廃止をお願いするものであります。路線番号１６７号。路線名取首・水湛線。

廃棄区間は、起点大字菅山字上戸ノ下１４２７番１地先から、終点大字菅山字枝１

８３番地先の総延長４,９５７.８ｍです。 

続きまして、議案第５６号、町道の路線の認定について、ご説明申し上げます。 

本路線は、議案第５５号で説明申し上げました路線で現在の町道幅員が狭く、日

常生活の車輌等の通行に危険があり、また緊急車輌等の進入もできなく、危機管理

道路として現在道路整備を実施していますが、現在の町道の終点から９２ｍの区間

が狭く、日常生活に支障があり、町道延長し、終点を変更するため、町道の認定を

お願いするものであります。 

路線番号１６７号。路線名取首・水湛線。認定区間は、起点大字菅山字上戸ノ下

１４２７番１地先から、終点大字菅山字枝２５２番地先の総延長５,０４９.８ｍで

す。 

町道の路線の廃止については、道路法第１０条第３項の規定により、また町道の

路線の認定については、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を経る必要

があるため提案するものであります。 

以上、提案説明いたしましたが、よろしくご審議を賜りご決定いただきますよう

お願い申し上げます。 

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 
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 本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５５号及び議案第５

６号は、建設経済常任委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第５７号 町道の路線の認定について 

 日程第７ 議案第５８号 町道の路線の認定について 

○議長（三森義高君） 日程第６、議案第５７号、町道の路線の認定について及び日程

第７、議案第５８号、町道の路線の認定についてを一括議題とします。本案につい

て、提案理由の説明を求めます。建設課長 瀬井公吉郎君。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） 議案第５７号及び議案第５８号については、関連があり

ますので一括でご説明申し上げます。 

まず、はじめに議案第５７号、町道の認定について、ご説明申し上げます。 

本路線は、県道津留・柳線の県道新川田代橋完成に伴い、県より旧道については

町に移管されるものであります。よって、本路線につきましては、町が管理するこ

とになりますので、町道の認定をお願いするものであります。 

路線番号２０８号。路線名川田代線。認定区間は、起点大字津留字川田代７０６

番１地先から、終点大字津留字川田代６９９番１地先の総延長３４０.３ｍです。 

続きまして、議案第５８号、町道の認定について、ご説明申し上げます。 

本路線は、議案第５７号で説明申し上げましたが、県道津留柳谷線で旧川田代橋

が老朽化し危険なため、県の予算で解体し、その後町に移管され、町が管理するこ

とになるため町道の認定をお願いするものであります。 

路線番号２０９号。路線名河地線。認定区間は、起点大字野尻字河地１４８３番

１地先から、終点大字野尻字向津留１３５９番２地先の総延長５２０.２ｍです。

町道の路線の認定については、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を経る

必要があるため、提案するものであります。 

以上、提案説明いたしましたが、よろしくご審議を賜りご決定いただきますよう

お願い申し上げます。 

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５７号及び議案第５

８号は、建設経済常任委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第５９号 高森町火入れに関する条例の一部改正について 

○議長（三森義高君） 日程第８、議案第５９号、高森町火入れに関する条例の一部改

正についてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます産業観光課

長 後藤正三君。 

○産業観光課長（後藤正三君） おはようございます。 

議案第５９号で提案しました高森町火入れに関する条例の一部改正について、説

明をいたします。 

本議案は、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を経る必

要があるため提案するものです。 

今回の改正は、気象庁での「異常乾燥注意報」から「乾燥注意報」へ変更された

ことにより、本町条例との適合性を図るために改正するものであります。なお、こ

の改正については、阿蘇郡市町村で協議を行い、統一して変更を行うものでありま

す。 

以上、説明申し上げましたが、ご審議賜りご決定いただきますようお願い申し上

げ、説明といたします。 

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５９号は、建設経済

常任委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第９ 議案第６０号 平成２１年度高森町一般会計補正予算について 

○議長（三森義高君） 日程第９、議案第６０号、平成２１年度高森町一般会計補正予

算についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。 

町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 議案第６０号で提案いたしました平成２１年度高森町一般会計

補正予算（第６号）についてご説明を申し上げます。 

今回の、補正の予算、主なものにつきまして、歳入につきましては携帯電話等の

エリア整備事業補助金、国庫支出金から県支出金への組み替え、併せて同事業の精

査によりますところの地域活性化公共投資臨時交付金の調整、また国の施策として

廃止されました子育て応援特別手当事業予算の減額と、阿蘇森林組合が事業の実施

主体となります間伐等森林整備促進対策事業交付金の増額となるものであります。 

歳出につきましては、これから歳入増減の係る各事業の実地に必要な費用をそれ

ぞれ補正したものでありまして、４,７１０万１,０００円の増額補正と行うもので

す。これを現計予算と合算いたしますと歳入歳出それぞれ４６億４,１２７万円と

なります。 

続きまして、５ページの地方債の補正につきましてご説明を申し上げます。 

まず、追加分の県道改良事業費につきまして、本町内の県道を熊本県が改良する

事業に対して負担金を支出するものでございます。当初予算では過疎債で計上いた

しておりましたが、起債要項の改正によりまして一般単独事業債に変更することに

より追加となったものでございます。 

続きまして、地方債の変更につきましてご説明を申し上げます。町道整備事業費

の過疎債分につきましては、先ほどご説明を申したとおり、県道改良負担金分の減

額と各事業を精査して調製を行ったものです。また、携帯電話基地局施設整備事業

費につきましては辺地債を活用しておりますが、事業費を精査して減額となるもの

でございます。次の災害復旧費につきましては、工事単価が改正されたことにより

増額となったものでございます。以上、それぞれ起債限度額の補正としております。 

以下、歳入予算の主なものについて、ご説明を申し上げます。 

８ページをお開きいただきたいと思います。 

第１款の町民税と固定資産税につきましては、現時点の滞納繰越額の収入未済額

を調製して増額補正するものでございます。今後も税負担の公平性を保つために、

催告の強化や早期の滞納整理に努めてまいります。 

１２款の分担金及び負担金の移動通信用鉄塔施設整備事業者負担金７２８万６,
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０００円につきましては、基地局整備として事業者でありますＮＴＴドコモ九州支

社から分担金を受けるものでございます。 

続きまして、９ページをご覧いただきたいと思います。 

１４款の国庫支出金の障がい福祉費負担金２８４万６,０００円につきましては、

歳出の際にもご説明申し上げましたが、更正医療診療報酬費の増額が必要となった

ことにより、国負担分が増額となるものでございます。同じく、１４款に国庫支出

金の公共土木施設災害復旧費国庫負担金の２３０万９,０００円につきましては、

冒頭でご説明申し上げましたとおり、主に工事に係る単価が改正されたことによる

ものでございます。同じく、１４款、国庫支出金の第２目、第２節の携帯電話等エ

リア整備事業補助金２億５,９０９万６,０００円につきましては、主に国庫支出金

から県支出金に組み替えることにより減額となるものでございます。その下の第５

節に、電波遮蔽対策事業費等補助金１７２万２,０００円につきましては、テレビ

の地デジ化に伴います小倉原共聴施設組合が事業主体となって整備する事業に対し

て町が交付申請者となるために国庫補助金を町が受け入れるものでございます。次

に、第６節の全国瞬時警報システム整備補助金７９３万１,０００円につきまして

は、外国からのミサイル飛来等の対応のために全額国庫補助金を受け入れて整備す

るものでございます。第３目の民生費国庫補助金の第３節、子育て応援特別手当交

付金の５６３万２,０００円の減額につきましては、国の制度廃止による減額でご

ざいます。第７目の土木費国庫補助金の第４節、狭隘道路整備事業促進事業補助金

２２３万円につきましては、町道円福寺・坊ヶ平線の道路整備事業について、５０

％の国庫補助金を受け入れるものでございます。第１２目の第１節の地域活性化公

共投資臨時交付金１,３８２万円の減額につきましては、携帯電話等のエリア事業

について事業費の精査を行い、減額補正をするものでございます。 

続きまして、１０ページをお願いいたしたいと思います。 

第１５款の県支出金の第１節、障がい福祉費負担金１４２万３,０００円につき

ましては、先ほど国庫支出金の際にご説明をいたしましたとおり、更正医療診療報

酬費の増額見込みによります増額となるものでございます。同じく第１５款の県支

出金の第２目、総務費県補助金、第７節の携帯電話等エリア整備事業補助金２億４,

２９６万１,０００円の増額補正につきましては、国庫補助金から県補助金への組

み替えを行い、事業費の精査を行ったものでございます。第５目の第５節、林業振

興補助金４,５６９万円の増額補正につきましては、阿蘇森林組合が事業主体とな

って実施する間伐等森林事業促進対策事業費に対して、町が申請者となって受け入
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れるものでございます。 

続きまして、１１ページをお開きいただきたいと思います。 

第１８款の繰入金の第１節、基金繰入金につきましては、地域雇用創出推進基金

から５０万円を繰り入れるものでございますが、歳出の際にご説明申し上げますが、

子育て支援相談業務委託事業費に充当するものでございます。 

１２ページをお開きいただきたいと思います。 

第２０款の第２目、第２節の雑入の中に１,００５万９,６２５円の増額補正につ

きましては、平成２０年度の後期高齢者医療の町村診療給付費の精算金を受け入れ

るものでございます。第２１款、町債の補正につきましては、先ほど地方債の補正

で説明を申し上げたとおりでございますが、各事業債ごとに説明を記載をいたして

おります。地方債総額につきましては、今回４７０万円の減額補正となります。な

お、起債につきましては今後更に起債額を抑制するよう計画をいたしております。 

次に、歳出についてご説明を申し上げます。１３ページをお開きいただきたいと

思います。 

第２款の総務費、第１目、一般管理費の第３節、職員手当等４７７万円の増額の

補正につきましては、退職予定者の増加により必要な経費を計上いたしてございま

す。同じく１３ページ、第１１目の企画費、第１９節の負担金補助及び交付金の１

７２万２,０００円の増額に補正につきましては、先ほど説明を申し上げました小

倉原共聴施設組合の地デジ化対応事業に対して、国庫補助金を受け入れて同額の補

助を行うものでございます。 

次に、１４ページをお開きいただきたいと思います。 

第２８目の地域活性化公共投資対策事業費の各節につきましては、携帯電話基地

局整備に係ります費用をそれぞれ精査して増減調整を行ったものでございます。 

続きまして、１７ページをお願いいたします。 

第３款の民生費、第２目、障がい福祉費、第１３節の委託料につきましては、先

ほど国庫・県費補助金に際しましてご説明を申し上げたとおり、更正医療診療報酬

費５６９万２,０００円の増額補正を行ったものでございます。同じく、第３款の

民生費、第１目児童福祉総務費の第１３節の委託料５０万円につきましては、町の

次世代を担う子どもたちの健全なる育成を図ることを目的といたしまして、昨今の

育児、家庭教育の全般にわたりまして諸問題への支援を行うために相談員を確保す

るため、必要な予算を計上いたしましたところでございます。第３目の児童運営費

の第１９節、負担金補助及び交付金の５４０万円の減額補正につきましては、国の
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制度廃止によるものでございます。 

続きまして、１９ページをお開きいただきたいと思います。 

第５款の農林水産業費、第１目、林業振興費の第１９節、負担金補助及び交付金

４,５６９万円の間伐等森林整備促進対策事業交付金につきましては、阿蘇森林組

合が事業主体となり間伐と作業道路整備等を行う事業に対しまして、県補助１００

％による補助を行うものでございます。第６款の商工費の第４目、湧水館管理費の

１５節、工事請負費９００万円につきましては、当初２年度に分けて実施計画を作

成してまいりました湧水トンネル内の危機管理対策として、電気配線・緊急通報装

置整備事業につきまして一体として単年度に施行することによりまして諸経費の節

約すること、また工事にあたってはトンネルへの入り込みを封鎖する必要があるこ

とから、トンネル施設利用料の収入悪化にも影響を及ぼすことなどを総合的に判断

して、本年度で完了することにして増額補正を行うものです。第７款、土木費、第

２目の道路新設改良費の第１９節、負担金補助及び交付金の３０５万円の増額補正

につきましては、県道改良負担金が増額となることによるものでございます。同じ

く、第７款、土木費、第５目の土木経済危機対策事業費の各節につきましては、各

費用を精査して必要な組み替えを行ったものでございます。 

続きまして、２０ページをお開きいただきたいと思います。 

第８款の消防費の第４目の防災管理費、第１３節、委託料７９３万１,０００円

につきましては、先ほど説明申し上げました外国からのミサイル等に対します対応

のため、全額国庫補助金を受けて整備する費用を計上いたしました。 

最後に、２２ページをお願いいたします。 

第１０款の災害復旧費の第１目、公共土木施設災害復旧費の各費目の補正につき

ましては、先ほどご説明を申し上げました主に工事に係る単価が改正されたことに

よるものでございます。第１１款の公債費の第２目、利子の１３５万円の減額補正

につきましては精査調製をいたしたものでございます。 

以上、今回提案しております補正予算の主なものについて、その概要をご説明申

し上げました。ご審議をいただきまして、ご決定を賜りますようよろしくお願い申

し上げご説明とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） おはようございます。２番、森田でございます。 

歳出の防災無線についてお伺いいたします。１１月ですね、防災無線が途中で何
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回か止まった時点がございます。あの経過についてですね、どういう事情で無線の

不具合があったかをちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（三森義高君） 総務課長 色見隆夫君。 

○総務課長（色見隆夫君） おはようございます。防災無線のですね故障につきまして

は、度重なる落雷等のですね被害等によりますコンピュータ内蔵しております関係

上、その部分がやっぱり老化しまして、その部分の取替を行いまして、それは一応

本器ごとですね持ち帰りして修繕せんといかんということでの内容でしたので日数

もかかりましたし、ちょうど台風等のですね影響もありまして、消防等の協力を得

てどうにか無事に乗り切ったという状況でございます。これについては、毎年です

ね管理はしておりましたが、やはり予想以上のやっぱり落雷といいますか、カミナ

リのですね影響が多分にあるものということで私の方はお聞きしております。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ほかにございませんか。３番 田上 更生君。 

○３番（田上更生君） ３番、田上です。 

ただいま、携帯電話の件でお伺いをいたしたいと思いますけれども。今回の基地

局の建設というようなことでエリア拡大というようなことでございますけれども、

今回の建設によって１００％使用可能というようなことでございますでしょうか。 

○議長（三森義高君） 総務課長補佐 甲斐敏文君。答弁席からお願いします。 

○総務課長補佐（甲斐敏文君） ただいま、３番、田上議員からのご質問にお答えいた

します。 

携帯電話の整備につきましては、本年度経済危機対策ということで突然現れてき

たわけでございますが、７月の補正予算に計上いたしまして現在交付申請を行って

いるところでございます。質問の件ですけど、今回の整備によりまして全部の携帯

電話が聞こえるかどうかということですけど、今回の整備につきましては事業者が

３事業者ございます、３事業者のうち、どれか１つでも入れば今回の整備はできま

せん。ですから、全部調査いたしました結果、どうしても入らない所が９カ所ある

ということで、今回それを整備することにしております。 

ただ、この９カ所でですね全部を網羅できるかというと非常に厳しい部分があり

ます。調査はかなりやっておりますが、どうしても地形状とかいろいろな障害物の

関係で厳しいものがありますので、できあがってしまってそれによって調査を行っ

て、それで入らない部分がある可能性は多分にあるということであります。今回は

平成２１年度で事業をするわけですけど、まだ交付決定が来ておりませんので２２
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年度までずれ込む可能性が大いにあります。結果的には８月か９月ぐらいの竣工に

なると思いますので、そのころの結果がはっきりするものと思われます。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ３番 田上 更生君。 

○３番（田上更生君） ８月以降に全体的な結果が出るというようなことでございます

けれども、その結果、もし、通話不可能な部分が発生をしたと、現実として発生を

したというようなときに、どのような対策なりを考えておられるのか、お伺いいた

します。 

○議長（三森義高君） 総務課長補佐 甲斐敏文君。自席からお願いします。 

○総務課長補佐（甲斐敏文君） 今回の調査の結果、新たに入らない所が出てきた場合

ということですけど、その場合はですね、今回は経済危機対策でやっておりますが、

通常の格差是正事業がございます。ですから、通常の格差是正事業に予算の許す限

り計上いたしまして整備をしていくようしたいというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ３番 田上 更生君。 

○３番（田上更生君） 確認でございます。町長にご答弁をお願いします。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。答弁席からの発言を許します。 

○町長（藤本正一君） ３番議員さんのご質問にお答えを申し上げます。 

今、課長補佐からもご説明がありましたように、この経済対策ということで、で

きる限り、こういうチャンスをとらえて今のエリア、聞こえない部分、通じない部

分をやろうということで計画いたし、今回大体の数字はつかまえて、そして今回事

業に乗せるということでございます。そういう中で、９カ所の鉄柱を建ててという

ことでございます。そして、どうしても上手く利用ができない所が出るんじゃなか

ろうかという心配であろうかなと、そのように思っております。今回、計画した中

では私は１００％できるんじゃなかろうかなと、一般的な電話の普及率から考えれ

ばそのようにできるんじゃなかろうかなと期待をいたし、今回の経済対策に乗せた

ところでございますけども、そういう中でどうしてもですね、また今度９カ所やっ

てみて、どうしてもまた携帯が聞こえない部分が、利用できない部分があるという

ことになればですね、その都度ですね地域の方々とよくご相談申し上げながら、ま

たそういう財政面もございますから、できる限りですね均衡に、不公平感がないよ

うに、同じ町民でございますから、そういう部分は肝に銘じて進めてまいりたいと、

そのように思っております。 
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○議長（三森義高君） ３番 田上 更生君。 

○３番（田上更生君） 日ごろから町長おっしゃっておられますように、人数が多い、

少ないじゃないと、どういう辺地であろうと、やはり高森町民であれば公平な政策

等を進めていくというのが町長のモットーであろうかというふうに今まで私存じ上

げておりますので、ぜひその点につきましてはご考慮お願いしたいというふうに思

いまして、終わります。 

○議長（三森義高君） ほかにございませんか。８番 相馬俊行君。 

○８番（相馬俊行君） ８番、相馬です。 

１７ページのですね民生費の５０万ですね、子育て支援相談業務委託ですね、こ

れ、もう少しちょっと詳しく説明をしてもらえんでしょうか。 

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 後藤秀希君。答弁席からの発言を許します。 

○住民福祉課長（後藤秀希君） 子育て支援相談事業について、説明を申し上げます。

核家族化、出生率の低下、家庭や地域での子育ての機能が低下しているということ

は議員さん方もご承知と思います。子育てを地域社会で支援する取り組みが求めら

れております。そういう現状でありますので、相談活動それから情報提供する必要

があると考え、今回予算を計上させていただいております。 

具体的には、保育所・幼稚園・民生児童委員との連携によりまして、子育て、親

子の交流の場の提供、交流促進、それから相談の実施、情報の収集と提供等が挙げ

られます。これを通して、母親の就労支援にもつなげたいということで予算の計上

を申し上げました。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ８番 相馬俊行君。 

○８番（相馬俊行君） 子どもは国の宝と申しまして、地域で育てるということで、そ

の趣旨はよくわかりますが、これは相談員をどこかに置くということでしょうか。 

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 後藤秀希君。 

○住民福祉課長（後藤秀希君） 相談員につきましては、適切な事業運営が確保できる

と認められれば社会福祉法人等に委託をしたいと考えております。 

○議長（三森義高君） ８番 相馬俊行君。 

○８番（相馬俊行君） 社協に委託ということは、社協の職員がこれを兼ねてやるとい

うことでしょうか。もう少しちょっと、わかりにくい説明だったと思いますけれど

も、相談員を社協に置くということですか。その辺をもう少しですねはっきりと言

ってもらいたいと思います。 
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○議長（三森義高君） 住民福祉課長 後藤秀希君。 

○住民福祉課長（後藤秀希君） 申しわけありません。社協の職員が相談員をやるとい

うことではございませんで、相談員を社協の方で確保していただいて、相談業務に

当たるということでございます。 

○議長（三森義高君） ８番 相馬俊行君。 

○８番（相馬俊行君） ちょっとですね、なぜ社協なのかということがちょっとわかり

にくいんですけれども。社協の方も今たいへんだと思います、いろんな介護事業と

かですね、いろんな理由で非常にたいへんだと思いますけども、社協の方に相談員

を置いてということでですけれども、確かこれは教育委員会の方は心の相談員さん

がおられますね。そういう感じで、いろんなところに相談員を置かれるのもいいん

ですが、はたして社協が適当かということですけれども。この辺はですね各委員会

それぞれ、これは委員会付託になりますけれども、委員会で掘り下げてですねご審

議をしていただきたいと思いますけれども。はたして社協でいいかということを、

私疑問が少し残りますので、お願いをしておきます。 

○議長（三森義高君） ほかにありませんか。５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） ５番、甲斐です。 

二、三質問をさせていただきます。一番大きな、この補正の中で森林組合に丸投

げする４,５６９万円ですかね、これはもう県から町を通るだけということですか。

ちょっと確認をさせていただきます。 

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。答弁席からの答弁を許します。 

○産業観光課長（後藤正三君） 今の件ですけれども、基本的に経済危機対策事業とい

うことで、当初ですね２１年度の当初から森林組合の方が要望されておりました。

しかし、政権が代わりまして、１０月までですねストップがかかっておりまして、

それから新たに申請ということで、１００％経済危機対策事業ということで町を経

由して森林組合に流すと。申請につきましては、あくまでも森林組合と協議いたし

まして町からの申請という形になります。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） これは森林組合から要望が上がってきた中での県からの補助金

ですかね、これになるというふうなことだろうと思います。 

一応、中身についてはですねやっぱりこれは森林組合がすべて責任を持ってやら

れるというふうに思っておりますけれども、部分的にいろいろ山持ちの方から話を



 

－22－

聞きますと、どうもいろいろ経済対策費で林業関係に多くお金が流れてきたけれど

も、あまり自分たちには何の恩恵もなかったというような話をてんで聞くわけです

よね。そういうことでございますので、今度も林道関係にも２,０００ですか、大

きな経費が使われるという話を聞いております。もう少しですね、やっぱり組合全

体に周知した中でそういう事業も、私はやってほしいというふうに思っております。 

町は、これはもう県から中を通るだけで責任がないといわれればそれまでであり

ますけれども、それじゃですね、やっぱり行政の責任というものも少しはやっぱり、

これはなからにゃならんというふうに私は思っておりますので、行政指導ですかね、

森林組合員に徹底した周知をしながら事業を進めてほしいと、偏らないようなやり

方をしてほしいなと。林道についてもですねいろいろ要望が上がってきてあります

けれども、どうもそこ辺ができないと、今度ひょっとしたら林道がほしいという所

もあったわけですけれども、そういう周知がなされなかったということがいわれて

おりますので、徹底したですね、これは産業観光課の指導がですねよろしく一つお

願いをいたします。これは良いことでございますので、これだけ予算が付いてくる

ということは、やっぱり、偏ったにしろ林家に大きなメリットになるわけでござい

ますが、偏ったメリットにならんごつですね指導方もよろしくお願いします。 

それから、もう一つ。これは別な話ですが、同じ１８ページにですね、園芸新た

な挑戦強化対策事業補助金ですね７５万４,０００円、これはどういうことをされ

るのか。産業観光課だろうと思いますので説明をお願いいたします。 

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。自席からの答弁を許します。 

○産業観光課長（後藤正三君） この事業につきましては、基本的には保冷庫を２基入

れる予定でございます。これにつきましては花卉で、３名以上の方で共同でですね

保冷庫を入れると。この保冷庫につきましては１つが「畑カラー」という作物が、

白っぽい、あれみたいな感じの「畑カラー」という作物があるんですけれども、こ

の球根を保冷して低温で維持することによって、その後に植栽をすることによって

栽培期間を伸ばすと。 

そして、もう１つにつきましてが「トルコキキョウ」ですね、トルコキキョウの

球根を保冷して低温で維持してですね、それを栽培していくということによって品

質の向上と収穫量が増えるということで、花卉の農業者の方、３軒で共同して購入

して、その収穫量を上げていくと。 

そして、もう１つはその保冷庫を利用しまして生産調整をある程度やりながら出

荷をしていくということで、収益向上を目指したいということで県の補助が３分の
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１、町の補助１０分の１ですね、あとは自己資金ですけども、その補助をするとい

うことで、これが今までの国庫事業で該当がなかったんですけれども今回出てきた

ということで、それを利用させてほしいということでございます。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） わかりました。 

もう１点、今度は消防関係で７９３万１,０００円の、これは全国瞬時警報シス

テムですね、これはどういうふうな、今移動式の無線が消防自動車あたりにも付け

てありますけれども、あれもあんまりですね、もう年間ほとんど、出初め式ぐらい

のときに「ちょっと無線ばつこうてみろか」みたいなことで、効果を発揮していな

いというようでございます。どういうものをどういう形で整備するのか。よろしく

お願いします。 

○議長（三森義高君） 総務課長 色見隆夫君。答弁席からお願いします。 

○総務課長（色見隆夫君） 全国瞬時警報システムの件ですが、これは総務省消防庁の

方から出ております。これはいろいろな有事等の対処に時間的余裕のない大規模な

自然災害ですね、弾道ミサイル攻撃等についての情報を国から住民まで直接瞬時に

伝達することができるという点がですね、これが最大の特徴であります。住民に早

期の避難や予防措置などを促し、被害者の軽減に貢献することが期待されているこ

とから、地方自治体の危機管理能力を高めるものとして、国の方から出資されて設

置するものでございます。 

これも、先ほどの防災無線等でですねちょっとお叱りを受けました、途中で故障

するというような内容がありますが、やはりちょっとした内容につきましても瞬時

にですね住民にできるようなシステムを町村でも整備するというような事業でござ

いますので、この内容が、機械が最終的に決まりましたら、機種等の設置が決まり

ました際に、その仕様等についてはいろいろな説明があろうかと思っておりますが、

現在のところ知りうる情報は以上の状況でございます。 

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） わかりました。 

もう１つですね関連ですが、３番議員さんが携帯電話の話をされましたが、町民

もですね非常に関心を持っておるところでございますので、できればですね町の広

報紙に高森町の地図の中で、この鉄塔はこれぐらいのエリア、９本立っておる大体

のエリアの範囲、地図にやっぱり付けていただいて広報紙でも配付していただく、
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できればそこ辺までやっていただくとですね、まあまあ安心されるんじゃないかと

いうふうに思っております。１００％それは完全につながらん部分も出てくるとい

うことは前もって断っておきながらもですね、やっぱりどこに立って、どのくらい

のエリアがあると、この鉄塔はと。それくらいの周知をですね、できればよろしく

お願いします。 

おそらくここに上がってきた以上、これが刷新会議で流れるというようなことに

はならんと思いますが、私たちも安心はしておりますが、できればそういうことも

お願いをしたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（三森義高君） 総務課長 色見隆夫君。 

○総務課長（色見隆夫君） 十分ですね、そのあたりも視野の中の入れまして、今後用

地交渉等の状況が終わりましたらご報告できるようにですね努力してまいりたいと

考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（三森義高君） ほかにございませんか。４番 甲斐直三君。 

○４番（甲斐直三君） ４番、甲斐です。 

今、５番議員さんの方から大抵質問されましたので、あえてこの案件につきまし

ては各委員会に付託されるものと思いますけれども、たいへん委員会の方でもお尋

ねするところがございます前に、簡単でよろしゅうございますのでお答えをお願い

したいと思います。 

先ほど町長さんの方からありました件につきまして、１カ所ですねちょっとお聞

きしたいと思っております。これは建設経済の方か総務委員会かどちらかに入って

くるものと思っておりますけれども。災害復旧工事負担金という中であります単価

の改正というふうにありまして、これは単価の改正といいますと、これは資材単価

の方でございましょうか、労務単価の方でございましょうか。その点をちょっとお

聞きしたいと思っております。 

それからですね、今５番議員さんからも質問がありました中の、何ページだった

か、これをちょっとお聞きしたいと思っております。林業振興費ですね、この中の

４,５００万とありますけれども、これの交付金の対象となる箇所とありましたら、

ちょっとお尋ねしたいと思っております。 

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。答弁席からお願いします。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） 今のご質問について、お答えします。 

災害のですね単価の変更につきましては査定後にですね国から通知がございまし

て、主に生コンとか砕石等がですね単価が増額になっておりますので、その分１３
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件分をですね精査した結果、増額となっております。 

以上です。 

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。 

○産業観光課長（後藤正三君） 先ほどありました林道の件ですけども、基本的に作業

道の路網整備ということで、今回の事業については林道には使いません。作業道と

いうことで森林組合と協議しまして、場所につきましては山の本線が約９００ｍで

す。山の本線といいますのは、尾下の下山の方からですね一番下って、また上に登

る道でございます。それからもう１つが石原線ですけども、ここについてはちょっ

と場所の説明が難しいんですけども、牧道の近くの作業道でございます。これが約

１,３００ｍですね。それから、迫尻線８３５ｍが大体永野部落に入るちょっと手

前から入っていた所でございますが、これが約８３５ｍを計画しております。これ

につきましては、林道ではなくて作業道ということで、間伐材等の木材の搬出に対

してですね経費をなるだけ押さえて間伐できるようにと、間伐の促進が進むように

ということで、森林組合はある程度の面積のあるところに集約して作業道を入れた

いということで、今回３カ所を予定しております。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ４番 甲斐直三君。 

○４番（甲斐直三君） 今の林道の方につきましては、わかったつもりでございます。

これは建設経済委員会の方でお聞きしていきたいと思っております。 

今、建設課長の方からご答弁なさいました生コン等との資材の単価ではというこ

とでございます。私もちょっと新聞の切れ端を持ってきておるところでございます

が、今言いますように建設業の方もたいへん仕事も減り、また厳しい状況にあるの

は、これは皆さんご存知だと思っております。そこでですね、副町長さんの方にち

ょいとお尋ねをしておきたいと思っております。 

今、年に１回、経営自己審査というのがあっております。これもランクでござい

ますのでなかなかＡからＢ・Ｃ・Ｄまでということになりますと、たいへん経営自

己審査が入ってくるわけでございます。その下で、町も、入札の方も、各業者の方

々に見据えた入札の指名願いが出されているようでございます。この入札につきま

しては、前々から指名競争入札とか一般競争入札とか諸々の話が出ておりまして、

一般質問の中にもこういう形で出ておったのは確かでございます。町の方にしまし

ては、まだ今のところ指名競争入札でございます。今、何といいますか、入札単価

を公表される前におきまして、各指名されました業者の方から予定価格の、要する
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に単価が出されておると思います。業者の方たちはある程度は見積もり、それから

今言われました生コンあるいは砕石関係等々の資材の単価がですねバラバラである

と、一応県・国等は決まっておる中でも、どうしてもやはり入札となりますと、予

定価格よりも少し下げなければ入札が落札できないと、今のような状態でございま

す。 

本年度も５月から始まりました町の入札等もだいぶございますけれども、皆です

ねその予定価格といいますか、これを提出されまして、その予定価格に対するです

ね入札が行われているのか。やはり競争入札となりますと、やはり最低価格の業者

しか入札ができないということと、毎年随契という形でされておる改良工事等もご

ざいます。こういう形も含みましてですね今後高森町の入札のあり方についてもで

すね、やはり考えていかなければいけないときが来ているんじゃなかろうかと思っ

ておるわけでございます。その点を副町長さんでも結構でございます、町長さんで

も結構でございますが、お願いをいたします。 

○議長（三森義高君） 副町長 宇藤信幸君。答弁席からお願いします。 

○副町長（宇藤信幸君） ４番議員さんのご質問ですけど、まず経営自己審査は２年

にいっぺん県がやってますので、それに基づいて町の方もそれを参考にしながらラ

ンク付けをやっているわけですけど、それに合わせて指名競争入札というのも町の

方は採らせていただいておりますが。これを現在、町の業者をですねある程度ラン

ク別に分けまして仕事の大きさから発注をしていますが、指名競争入札以外では一

般競争入札、それと公募入札というふうな形の入札がございます。 

町の工事としては非常に数が限られてますので、そして入札の案件からそう高ラ

ンク、町外の業者さんも入れてというのは、今のところ発注についてはよっぽどな

事業でない限りは今のところやっておりません。それに対しては県みたいに全県下

の業者を対象にというのは、今のところそういう形の仕事が輻輳するようなところ

はないから、今のところの制度で取り組んで進めさせていただきたいという気持ち

でおります。また、そういう形で今のところは執行しているところでございます。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ４番 甲斐直三君。 

○４番（甲斐直三君） わかりました。委員会の方でもこの件はちょっとお聞きしたい

と思っております。今の副町長さんはこの入札の執行者でございますので、なか

なか単価に、あるいは改正といいましても上からそういう形でやらなきゃできな

いということはないとおもいます。やはり単価は決まっておるところでございま
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すがなかなか入札になりますとそれよりもやっぱり下げなきゃいけないというこ

とと、どうでも悪循環という形になってですね、やっぱりその単価でしていた品

物じゃないとできないというと、今後また入札もそういう形になっていくと、な

かなか決まっておりますけれども、こういう形で出されておりますので、どうか

今後、この単価面もしっかりしていただきたいと思っております。 

以上、質問終わります。 

○議長（三森義高君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本案は、各常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６０号は、各常任委

員会に付託することに決定しました。 

 お諮りします。 

 しばらく休憩したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。しばらく休憩します。１１時３５分から

始めたいと思います。よろしくお願いいたしたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２５分 

再開 午前１１時３５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 議案第６１号 平成２１年度高森町国民健康保険特別会計補正予算につ

いて 

○議長（三森義高君） 日程第１０、議案第６１号、平成２１年度高森町国民健康保険

特別会計補正予算についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めま

す。住民福祉課長 後藤秀希君。 

○住民福祉課長（後藤秀希君） 議案第６１号、平成２１年度高森町国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）について説明申し上げます。 
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今回の補正は、既定予算に４１７万３,０００円を追加し、その総額を１１億２,

６５０万７,０００円とするものです。 

概要について説明申し上げます。 

６ページをお願いいたします。歳入、第４款、国庫支出金及び第７款、県支出金

の高額医療費共同事業負担金は、歳入見込額によりそれぞれ増額いたしました。 

第１２款、諸収入は国保連に処理を委託いたしました第三者行為納付金及び住民

健診に対する農協からの助成金を計上いたしました。 

７ページからの歳出です。 

第２款、保険給付費の一般被保険者療養費は支出見込みにより増額、一般被保険

者高額療養費は財源組替を行いました。一般被保険者高額介護合算療養費及び退職

被保険者等高額介護合算療養費は、医療費と介護サービス費等を合算した年間の自

己負担額が著しく高額になった場合、所得区分に応じ基準額を超えた分が高額介護

合算療養費として支給される制度が始まったことに伴い、これに要する経費を計上

いたしました。第３款、後期高齢者支援金等は後期高齢者医療制度への支出額を増

額いたしております。第６款、共同事業拠出金は今後の支出見込みにより補正いた

しました。第１０款、諸支出金は２０年度精算による国庫への返還額を計上いたし

ました。 

以上、説明申し上げましたが、ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいた

します。 

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。本案は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。ご異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６１号は、文教厚生

常任委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第６２号 平成２１年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いて 

○議長（三森義高君） 日程第１１、議案第６２号、平成２１年度高森町簡易水道事業
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特別会計補正予算についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めま

す。建設課長 瀬井公吉郎君。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） 議案第６２号で提案いたしました平成２１年度高森町簡

易水道事業特別会計補正予算（第３号）について、ご説明申し上げます。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれに１６万７,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ２億９,２７４万８,０００円とするものであります。 

６ページをお願いいたします。 

歳入の補正につきましては、第６款、諸収入、平成２０年度の確定申告により消

費税還付金１６万７,０００円を増額補正いたしました。 

次に、歳出についてご説明申し上げます。 

一般管理費の節の１１、需用費の修繕費を１５０万円増額、委託料１００万円、

公債費１,０００円をそれぞれ減額いたしました。予備費については３３万２,００

０円を減額補正いたしました。 

 以上、提案説明いたしましたが、よろしくご審議を賜りご決定いただきますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。本案は、建設経済常任委員会に付託したいと思います。ご異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６２号は、建設経済

常任委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 議案第６３号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（三森義高君） 日程第１３、議案第６３号、辺地に係る公共的施設の整備計画

についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。総務課長 色

見隆夫君。 

○総務課長（色見隆夫君） 議案第６３号でご提案申し上げました辺地に係る公共的施

設の整備計画についてご説明申し上げます。 

まず、矢津田・津留及び河原地区の辺地整備計画につきましては、平成２１年度、
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国の公共投資臨時交付金によります電気通信施設として移動用携帯電話基地局並び

に携帯電話伝送路を整備するものであり、今後における災害発生時や非常時におけ

る情報伝達手段として整備するものであります。 

尾下地区の辺地整備計画につきましては、移動用携帯電話基地局並びに携帯電話

伝送路整備事業の追加による事業費を変更する整備計画であります。これらの整備

計画は、事業実施に伴い必要となります財源の確保に関するものでありまして、辺

地に係る公共的施設の総合整備のための財源上の特別措置に関する法律に基づきま

してご提案申し上げるものであります。 

この法律に基づく事業につきましては、辺地債の元利償還金の８０％が地方交付

税の基準財政需要額に算入されますことにより、町の財政にとりまして有利なもの

になります。 

以上、ご説明いたしましたが、ご審議いただき、ご決定を賜りますようお願い申

し上げまして説明といたします。 

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。本案は、総務常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６３号は、総務常任

委員会に付託することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 議案第６４号 熊本県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体

の数の減少及び規約の一部変更について 

○議長（三森義高君） 日程第１３、議案第６４号、熊本県後期高齢者医療広域連合を

組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更についてを議題とします。本

案について提案理由の説明を求めます。住民福祉課長 後藤秀希君。 

○住民福祉課長（後藤秀希君） 議案第６４号、熊本県後期高齢者医療広域連合を組織

する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更について提案理由の説明を申し上

げます。 

熊本市と合併する下益城郡城南町と鹿本郡植木町が平成２２年３月２２日限りで
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広域連合から脱退することに伴い、組織する地方公共団体の数を減少させ、規約の

一部変更が必要となりますので、地方自治法第２９１条の１１の規定により、構成

全市町村での同文議決をお願いするものです。 

以上、ご審議の上、ご決定いただきますようお願いして、説明といたします。 

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６４号、熊本県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団

体の数の減少及び規約の一部変更についてを採決します。 

お諮りします。本案については原案のとおり決定したいと思います。ご異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６４号、熊本県後期

高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更につい

ては、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 休会の件について 

○議長（三森義高君） 日程第１４、休会の件を議題とします。 

お諮りします。１２月１２日から１２月１６日までは休会としたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、１２月１２日から１２月１

６日までは休会とすることに決定しました。なお、各委員会が開かれますのでよろ

しくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れ様でした。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時５０分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１７日（木） 

（第２日） 
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平成２１年第４回高森町議会定例会（第２号） 

 

平成２１年１２月１７日 

午前１０時００分開議 

於    議   場 

１．議事日程 

 開議宣告 

 日程第１ 一般質問について 

議 席 氏 名 事    項 要    旨 

１ 番 立山 広滋 高齢者の福祉施策につい
て 

高齢者福祉施策の現状と今後
の方針は。 

２ 番 森田  勝 町道の管理について 

①町道の入札制度のあり方及び
工事発注の考え方は。 
②町道の廃止及び認定基準は。 
③町道の危機管理対策の考え方
は。 

３ 番 田上 更生 農業振興策について 
①平成２２年度における具体的
な方策は。 
②特産品の開発は。 

５ 番 甲斐 廣國 大型養鶏場について 
 今後の進め方と諸問題に対す
る解決策は。 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

１ 番  立 山 広 滋 君        ２ 番  森 田   勝 君 

３ 番  田 上 更 生 君        ４ 番  甲 斐 直 三 君 

５ 番  甲 斐 廣 國 君        ６ 番  後 藤 和 昭 君 

７ 番  甲 斐 正 一 君        ８ 番  相 馬 俊 行 君 

９ 番  三 森 義 高 君       １０ 番  後 藤 英 範 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 
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４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１８名） 

町    長  藤 本 正 一 君   副 町 長  宇 藤 信 幸 君 

教 育 長  渡 邉 哲 郎 君   総 務 課 長  色 見 隆 夫 君 

住民福祉課長  後 藤 秀 希 君   税 務 課 長  村 上 源 喜 君 

産業観光課長  後 藤 正 三 君   建 設 課 長  瀬 井 公吉郎 君 

会 計 課 長  岩 下 光 廣 君   教育委員会事務局長  佐 伯 実 範 君 

総務課長補佐  甲 斐 敏 文 君   住民福祉課長補佐  長 尾 和 博 君 

住 民福祉課長補佐  廣 木 富 八 君   税務課長補佐  甲 斐 末 久 君 
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５．本会議に職務のため出席した者の職氏名（２名） 

議会事務局長  古 澤 建 生 君   議会事務局係長  沼 田 勝 之 君 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 お諮りします。お手元に配付してあります日程にしたがって、議事を進めたいと

思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。それでは、日程にしたがって、議事を

進めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 一般質問 

○議長（三森義高君） 日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。１番 

立山広滋君。 

○１番（立山広滋君） おはようございます。１番、立山です。 

 本日は非常に寒い朝を迎えましたけれども、この一般質問少し気合いを入れて寒

さを吹き飛ばしたいと思います。 

 さて、昔から「光陰矢の如し」といいますけれども、あと２週間ほどで今年が終

わろうとしています。四、五日前の新聞にですか、皆さんもごらんになったと思

いますけれども、今年の世相を表す漢字一文字ですね、清水寺の森貫首が今年の

世相を表す漢字ということで、今年は「新」という字に決まったようで、それが

新聞に載っていました。去年はたぶん「変」だったと思います。それで、どうし

てこの「新」が選ばれたか、自分自身考えてみると、立場上ですね今年は劇的な

８月３０日の総選挙で新政権ができたわけですけれども、新政権、与党民主党の

政策を見て、マニフェストを見てみますと、私が今日、質問いたします高齢者福

祉の施策ですけれども、高齢者独自の施策というのは、なかなか見つからないよ

うですけれども。そこで本日、私は去年の９月の定例会のおりに一般質問しまし

た高齢者福祉の施策、ちょっと重複するかと思いますけれども、まずは町長にお

伺いしたいと思います。 

 高森町の一番最新のデータの高齢化率及び高齢者福祉の施策は、現状はどのよう

になっておりますか。まず、町長にお尋ねしたいと思います。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） おはようございます。 

 今、１番議員さんがおっしゃいましたように、今年の一番寒い日のようでござい
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ますが、昨日から雪等がございまして阿蘇山の方にも三、四センチ積もったと、そ

のようにお聞きいたしておりますし、高森峠の方も凍結をいたしまして車の交通に

障害があったようにお聞きをいたしております。事故等がないように、私どもも職

員にもお話をいたしているところでございます。そういう中での、今日は一般質問

ということでございます。今、１番の立山議員さんからもお話がございましたよう

に、この高齢者福祉というのはたいへん難しい部分がございます。今までも国の施

策によりまして後期高齢者とかいろんな制度ができておりますけれども、なかなか

うまく進みよるかなと思うと、また施策が変わると。なかなか日替わり弁当のよう

な施策が今、続いているのが現状であろうかなとそのように思っているところござ

いますし、そういう中での私どもの高齢者の福祉充実のためということでございま

すが。私どもも、この後期高齢者の福祉充実のためには、高森町総合計画並びに高

森町地域福祉計画によりまして、計画的に施策を展開をいたしております。 

人口推移から見ますと、高森町町民のうちの３３％が６５歳以上という結果にな

っております。安心して迎えられる高齢社会の構築が喫緊の課題であろうと、その

ように思っております。一番良いのが、在宅で生活をしていただくのが一番良いわ

けでございますけど、なかなか在宅での生活が困難な高齢者のためにも、介護保険

によります、また施設のサービスの充実や特別老人ホームなどの中からのそういう

施設に行っていただきまして、個人個人の介護に応じた施設の福祉サービスの充実

拡大が必要であろうと、そのように思っております。 

一方では、やはり住み慣れた地域で自分らしく生活ができるようにというふうに

思っておられる方も十分おらっしゃるわけでございますけども、従来の施設型福祉

政策ではなく、大きく舵を切り替えることも必要であると、そのように思っており

ます。心と体が健康に対する一番の大事なことであろうと思っております。そうい

う中での今の高齢者福祉関係であろうと、そのように考えておるところでございま

す。そのために、私どもがお手伝いをするということ、やはりなかなかサービスと

いいますのは、利益を上げるサービスと無料でするサービスがございます。当然、

行政というのはサービスといいますのは当然のことながら無償がサービスであろう

と。一番、毎日、職員にも申しますのは、職員としてのサービスはですね営業じゃ

なくて、いかに無料のそういうボランティア精神の中でするかというのが一番大事

なことですよということをやっていると。なかなか経済的なものを考えてやる福祉

ではございませんで、やはりいかに皆さん方から貴重な税金等をいただきながら、

また応援をしていただく中での福祉施策であろうと、そのように思っております。 
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そういう中で、元気な高齢者が生涯にわたって、健康でいきいきとした生活を送

ることができるように、健康づくりに対します応援を私ども精いっぱい今いたして

いるところでございます。生涯現役と、そのような目標の下にボランティア活動、

また学習活動など、社会参加など豊富な知識と経験を持っておられます高齢者の能

力を地域でも生かせるような、そういう仕組みも求められているように思っており

ます。万一ですね病気や障害によりまして介護が必要な状況になっても、健康福祉

や高齢者一人ひとりの状況に応じた効果的な介護サービスが充実できるように、す

べての高齢者の方々が安心して生活が送れますような、高森町地域包括センター等

を中心とした住民相互の支え合う地域活動を目指して今、進めているところでござ

います。 

今の高森町の現状につきましては、担当課長の方からご説明をいたさせますので、

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 後藤秀希君。 

○住民福祉課長（後藤秀希君） 高森町の高齢化率について説明申し上げます。 

本町における６５歳以上の人口は１１月末現在で２,３９４名、全人口に占めま

す割合、高齢化率は先ほど町長が申し上げましたように３３.３％となっておりま

す。前年の同時期と比較いたしますと、０.９％の増になっております。 

地区ごとに申し上げますと、高森地区が１,２０８名、高齢化率２９.２％、色見

地区３８３名、２９.６％、草部地区４５１名、４４.２％、野尻地区が３５２名で

４８.２％となっております。 

高齢化率については、以上でございます。 

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。 

○１番（立山広滋君） １番、立山です。自席から失礼いたします。 

今、各地区の高齢化率を担当課長の方から述べていただきましたけれども、もう

一つ数字的なことを聞きます。高森町全体の、独居老人の方の割合を数字でわかれ

ばお示しいただきたいと思います。 

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 後藤秀希君。自席から。 

○住民福祉課長（後藤秀希君） 独居老人世帯につきましては、これも地区ごとまで含

めて申し上げたいと思います。 

野尻地区６９世帯、草部地区７５世帯、色見地区２５世帯、高森地区２００世帯、

全体で３６９世帯となっております。 

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。 
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○１番（立山広滋君） １番、立山です。 

今、数字的なことを担当課長、及び全体的なことを町長の方から答弁いただきま

したけれども。本日はちょっと視点を変えてですね質問したいと思いますけれども。

高森町の総合計画の中に「現状と課題」という中に、このような文章が書いてあり

ます。「独居の高齢者についても増加が見込まれる中で、権利擁護や成年後見制度

の取り組みに重点を置き、高齢者が尊厳を持ち、住み慣れた地域において安心して

生活することができるよう安定的なシステムを構築することが重要になります。」

ということで、主要施策の中に「高齢者を地域で支える地域密着型サービス等」と

書いてありますけれども、私が今、独居老人の世帯数を聞いたわけなんですけれど

も、高森町全体で３６９世帯ということですけれども、もし、この３６９世帯の中

で病気や事故やケガ等、有事の場合ですね、そのときホットライン等は全世帯に設

置してありますでしょうか。もし、設置してあるならば、どこにどのような通報を

行っているのか。それと今までの使用状況といいますか、その辺のところがわかれ

ば担当より数字を上げてお答え願いたいと思います。 

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 後藤秀希君。 

○住民福祉課長（後藤秀希君） 単身の高齢者世帯に対しましては、個人の状況にもよ

ります。心疾患をお持ちとか、重い持病をお持ちの方に対しましては在宅老人緊急

通報装置貸与事業、緊急通報装置を貸与しておりまして、これは消防署に直接通報

するシステムになっております。急病や災害時の緊急時に迅速且つ適切な対応を図

れるようにということで、現在１３７台を貸し出しております。 

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。 

○１番（立山広滋君） ３６９世帯の中の１３７台ということですけれども、ちょっと

二百二、三十世帯はそのホットラインは設置していないということですか。 

○議長（三森義高君） 住民福祉課長 後藤秀希君。 

○住民福祉課長（後藤秀希君） これにつきましては、まず健康なお年寄りは対象外と

いたしますので、それとあくまでも個人の希望によって町の方で適当かどうかとい

うのを審査いたしまして貸し出しを行っております。 

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。 

○１番（立山広滋君） 今、数字的なことわかりまして、趣旨もわかったわけなんです

けれども。先ほど私が冒頭に申し上げましたように、民主党の政権でですね子育て

とか教育うんぬんいろいろあっていますけれども、昔から「子は宝」と申しますけ

れども、私、高齢者の方々はですね宝を守る守り神さんということで、常にいつも
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敬っているわけですけれども。一つ、これは町長にお聞きします。 

私も日ごろからずっと考えていることですけれども。ぜひ、といいますか、実施

する前にテーブルの上に載せて議論していただいて、ぜひ実施していただきたいん

ですけれども。先ほどから独居老人の有事の場合のいろいろ質問等をしていますけ

れども、これはどういうことかというとですね、今、担当課長の方で話がありまし

たように、あくまでも希望者ということで、有事があった場合は通報ボタン一つ押

すと消防署の方につながるようになっておるということで、もう少しですね、消防

署がだめというわけじゃありませんけれども、消防署以外にですね、例えばですよ、

地域の小部落、隣組単位でもいいです、それとボランティアでもいいです、それと

タクシー会社の運転手さんでもいいです、年間契約してですね、そういうような方

たちに嘱託で、もし有事の場合ですね、消防署に通報するのがちょっとお年寄りの

方じゃ、「ちょっと消防署じゃ言いにくかけん、あん人ならちょっと乗せて言かす

かんしれん、ちょっと急用ができたけん」というようなことで、消防署には頼まな

くても地域の方、それ以外、嘱託でそれを専門にされる方をぜひともですね来年度

に向けて各地区、各地区、そんなに費用は係らないと思いますけれども、分母が３

６９世帯あるということで、もう少し、消防署だけじゃなくてですね、消防署も継

続しながら、もう少しそういう緊急の場合の有事の場合、迅速に動ける人を各地区

各地区で嘱託で雇用するというか、雇っていただくようなシステムを作り上げると

ですね地域の、特に独居老人の有事の場合ですね、その老人の方も安心して毎日の

生活が送れるんじゃないかと思いますけれども。その辺のところ、町長どうお考え

でしょうか。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 今、１番議員さんの方からもすばらしいご提案であろうかなと、

そのように思っております。地区におきましては、地域におきましては私が言うま

でもなく、ここ最近になりますと、なかなか隣組、地域的な活動というのが気薄に

なってきております。そういう意味で今、民生委員さん、また駐在員さん等にも地

域的にもお願いをしているわけでございます。また、一人暮らしの方々を何事かあ

ったときに、緊急なときに隣といいましても、なかなか今そういうシステム、体制

というのが取れにくくなっているのが現状であろうと、そのように思っております。 

一番、これとは直接は関係ございませんけれども、今までは敬老会なり一つ行事

にいたしましても地域の婦人会の方々、いろんな方々にお骨折りいただきまして、

年に１回、高森町は町全体でいろんなイベント、また今お年寄りがいかに大事かと、
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私どもが一番大事にしていかなければならない高齢者の方々でございますけれども、

なかなかそういう気薄な部分が多くございまして、婦人会がなくなったとか、もち

ろんそれはなくなったという意味じゃなくて、いろんな諸問題が起きてそういう結

果になったわけでございますから私がどうのこうのと言う問題じゃございませんけ

れども、そういう部分がございます。 

あと、それともう一つ大事なことは、老人の方々もですねなかなかプライバシー

がございまして、なかなか家庭に踏み込むと、一般の方がですね、なかなか踏み込

むというのはたいへん難しい部分があるんじゃなかろうかなと、そのように思って

おります。そういう面を含みますと、地域の方に駐在をしていただいております民

生委員の方々にもう少しお骨折りをいただいて頑張っていただいた方が、もっとス

ムーズな方策があるんじゃなかろうかなと、そのように今思っております。提案は

提案といたしまして、十分検討していかなならんかなと、そのように思っておりま

す。 

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。 

○１番（立山広滋君） 今、町長がおっしゃいましたように、どういう形でするにせよ、

私、ここで提案しておきますので、テーブルに載せていただいて議論していただき

たいと思います。 

それと今、町長の答弁の中にありましたように、話はちょっと違いますけれども、

まちづくりは今おっしゃいましたように、地域づくり・人づくり。今の社会は、

「隣の人はなんばしよらすかわかりゃせん」と、「自分さえよければいい」という、

そういうような風潮でもございます。その辺も、ちょっと、これは話が大きくなり

ますけれども、その辺を含めて来年度に向けてですね検討していただきたいと思い

ます。 

それと、これは福祉の中の高齢者福祉、そしてまた高齢者福祉の中の一つの施策

ですけれども、ちょっと耳障りなことを申し上げますけれども。今までですね国民

健康保険料の横領時間がありました。現在は介護保険料の不適正受給等々あってお

ります。昔、小泉内閣のですね塩爺こと、塩川正十郎元代議士がこういうことを言

っております、財務大臣当時。「母屋でお粥、離れですき焼き」これはどういうこ

とかと言うと、母屋、一般会計はみんな積極的に節約して必死に赤字を減らそう減

らそうとしているのに、離れといいますと特会、特別会計ですね、離れではそうい

うこともせんですき焼きを食べていると。言い得て妙、非常にあの人らしい喩えが、

私、耳に残っているんですけれども。特にいろんな施策をする上でですね、私たち
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議会もチェック機能を持っていますけれども、議会に上がる前に町長を中心として

あらゆる施策をする場合に、このチェック機能というのが非常に大事だろうかと思

いますけれど、その辺のところ、町長どのように思ってらっしゃるか所信を述べて

いただきたいと思います。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） すばらしいご意見だったかなと、そのように思っております。

塩川大臣は別といたしましてもですね、チェック機能と申しますとご存じのように

たいへんここ十数年来経済対策がございます。いろんな財源につきましてかなり厳

しいものがございまして、交付税いろんなものが減額をなされております。２５億

あったものが今、１９億と、約６億ほど地域に対します交付税というのが削減をさ

れております。そういう中で今、進めておるわけでございます。 

いろんな町全体といたしましても、第一次産業でございます農業農林、また畜産

と。第二次・第三次産業と順番にあるわけでございますが、そういう中で町全体も

たいへん総合計画の中にもいろんな比率が出ておりますけども、そういう中での財

政的な手当をして、またそれに対して地域から、私どもから一つの、助けるじゃな

くてお手伝いをすると、背中を押してあげるというのが、ひとつの私どもの行政の

やり方だろうと、そのように思っております。 

そういう中で、チェック機能と今おっしゃいましたように、私も当初から、町長

に出るときから「株式会社高森町をつくります」ということを再三申し上げて来て

おるわけでございます。別に株主になっていただくとか投資をしていただくという

ことじゃなくてですね、株主になっていただく方々は町民でございますよと。そう

いうことは、逆に申しますならば、町民の方々が、住民の方々がチェックをなされ

るということでございます。そういう方よりのですね偏見そういうものにおいて、

そういう予算組みまた執行がなされないように、町民の方々にチェックをしていた

だく、それが株式会社高森町であろうと、そのように思っております。 

そういう面を含めまして、できる限り情報公開につきましてもですね、昨年の新

聞にも載っておりましたけども、情報公開をほとんど、私に言わすれば１００％地

域の方々に情報公開をしていくと、そのように思っております。決して今、申し上

げましたように、民主党さんが事業仕分けとかいろんな方策がございますが、決し

てそれがいい、悪いは私はわかりませんけども、先ほど申しましたように、費用対

効果だけでは計算できない部分があったりとか、そういう部分がございます。そう

いう意味を含みましてですね、その範囲内で、そしてまたそれも有効且つ地域の人
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方が即ためになるように執行するのが私の役目と、そのように思っております。そ

れが、私は株式会社高森町と、町民一人ひとりが株主でございますよということが

一番ポイントになろうかなと、そのように思って今、政策を進めておるところでご

ざいます。 

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。 

○１番（立山広滋君） ありがとうございました。 

最後の質問になります。これは通告していません。町長の気持ちを素直に述べて

いただきたいと思います。南阿蘇村が、白水・久木野・長陽と３村が合併いたしま

した。各旧村ごとに一つずつ、高齢者の方を含めまして憩いの場であるグランドゴ

ルフ場といいますか、あれが一つずつありますけれども。どうにかして高森にもそ

れを１つ造っていただけないか。場所は高森駅周辺、そうすれば南鉄の利用も増え

るだろうし経済効果も多少出てくるんじゃないかと思いますけれども。最後に、そ

れを要望しておきますので、町長の今、実直なご意見をお伺いしたいと思います。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 今、１番議員さんがおっしゃいましたように、グランドゴルフ

というふうなスポーツに対しまして、たいへん私どもも高森町も愛好者が多うござ

いまして、去年の県民体育祭にも女性の部が、南関でございましたが優勝されまし

た。広報等で皆さまご存じのとおりでございます。また今、今回平成２３年度のね

んりんぴっくというのがございます、６０歳以上で昨年は北海道でございましたが、

来年は、平成２２年度は石川県、２３年度は熊本県というふうに指定されてござい

ます。その中でお話をしておりますように、高森町も何が一番いいかということで

投資をしなくてですね、そういうお金を使わないで一番有効利用できるのは何だろ

うかということで進めてきたところ、グランドゴルフが一番良いと。それはなぜと

申しますと、休暇村の方にあそこは認定コースでございまして、この熊本県のグラ

ウンド協会の方もちょくちょく来て使われておりますし、いろんな大会もよくなさ

れております。 

そういう意味を含みまして、平成２３年度のねんりんぴっく、１０月に行われま

すが、ねんりんぴっくにつきましては高森をグランドゴルフ会場ということで県の

方から指定され、内示を受けております。そういうのを含めましてですね進めてお

るところでございます。また今、駅周辺で南鉄、本当に南鉄もみなご存じのように、

なかなか利用客が減っておりますし、春から夏・秋にかけてのトロッコ列車は、皆

さん方新聞に書いてあったとおりでございますけども、一般の客というのは本当に
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減少しておるのが現実かなと、そのように思います。 

そういう中で、町の１つのグランド場はということでございますが、十分ですね

議員の方々ともご相談を申し上げて進めてまいりたいと、そのように思います。 

○議長（三森義高君） １番 立山広滋君。 

○１番（立山広滋君） ぜひとも、このグランドゴルフ場についてはまた来年度に向け

ていろいろ質問等もしたいと思いますのでよろしくお願いしておきます。 

また話が戻りますけれども、先ほどの特に独居老人の方を中心にした有事の際の

システムですね、それをぜひとも来年度に向けてテーブルに載せていただいて、目

に見える形で実行していただきたいと思います。そのようなことを考えるときにで

すね非常に来年度の、どういう形で実行されるのか楽しみに待っておりますので、

よろしくお願いしておきます。 

これで私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（三森義高君） １番 立山広滋養君の質問を終わります。 

２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） おはようございます。２番、森田でございます。 

 本日は、私は１９年度の同じ１２月の例会で、本日質問します町道の管理につい

てということは一度質問しておりますが、本日は町道の入札制度のあり方、それか

ら工事発注の考え、町道の廃止及び基準はどのように設けられているか、それから

町道の危機管理の対策は今後どういうふうな対策を考えておられるのか、質問いた

します。 

はじめに、町道の入札それから工事発注の考えについてお伺いいたします。平成

１７・１８年度のですね発注工事の落札の平均は９９.２から９９.３％と、私は資

料を入手しましておりますが、１９年度から２１年度の入札についても同じ状況で

落札されているのか、どうかをちょっと質問いたします。 

それから、現在行われている入札についても、談合のような入札が行われるとい

うような感覚をちょっと私は持っておりまして、発注されておる工事においてもで

すね丸投げ的な工事が多々見られるように思います。この件について、町長それか

ら建設課長について答弁を願いたいと思います。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） おはようございます。 

２番議員さんの、入札制度のあり方と、また工事の発注についてということでご

ざいます。私が言うまでもなく、入札制度というのは一般競争入札または指名競争
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入札、随意契約ということで３種類の入札制度がございます。そういう中で、平成

１７年４月から公共事業品質確保の推進に関する法律が施行されております。そう

いう中での今回は総合評価方式というのを入札制度に進めるように今、話があって

ございます。 

そういう中で、今回は今進めておりますのは、私どものまちは指名競争入札が大

半でございます。そしてまた、工事の発注の考え方に付きましては高森町の総合計

画に基づきまして毎年予算の範囲内で設計を行いまして、補助工事等につきまして

も設計書を作成をいたしますし、そして補助金交付決定があり次第、入札を実地す

ると、そのようになっております。また、災害復旧工事等につきましても早急に復

旧する必要がありますので、現地を測量いたしまして査定設計書を作成をし、その

後に国の査定を受け、実施計画書をつくり、また県の設計書の審査を受けながら、

その後に入札を行うということでございます。維持工事につきましては、設計書が

でき次第、計画書をつくり、それに基づきまして実地を今いたしておるところでご

ざいます。他の分につきましては、建設課長の方が数字的なものは詳しゅうござい

ますから、建設課長の方に答弁をさせますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） おはようございます。ご質問の落札率につきましてはで

すね２０年度２１年度についてもあまり変わりませんけど、土木工事についてはで

すね平均的にいいますと、設計額から見た落札率につきましては９６.４６％、舗

装工事等についてもですね一番高いというか７５.９８からですね、やはり９５～

６の率になっております。また建築工事においてもですね９６.７、水道工事につ

いても９５.１２、全体の平均を見ますとですね９１.９４％となっております。 

また、入札の時点の談合についてはどうかというご質問につきましてはですね、

さっき町長が申し上げましたように、うちも入札制度をですねほとんど指名競争入

札でしておりますので、またそのほかにですね一般競争入札、また総合評価方式の

入札制度が新たにできております。その総合評価方式の制度についてはですね、簡

単に申し上げますと、品質の確保や働く人の環境の悪化を招く過当な競争によって

ですね価格を落としたダンピングを無くすための制度であります。その制度をです

ね今後は取り入れてくださいということで、市町村にも県からお願いがあっており

ます。また、それを取り入れることによってですねマイナス面も多くあるように感

じております。 

ということで、本町においてはですねほとんどの工事を指名競争入札でしており
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ますけど、今後においては橋梁等のですね大型工事については総合評価方式の中の

簡易方式をですね採り入れていかなければならないというふうに感じております。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 今、町長それから建設課長の方から説明がございました。確か

に指名競争入札ということで今後行かれるということでございますが、ほとんどの

ですね工事は、私はちょくちょく工事現場に出掛けて見ているわけでございますが、

本町の工事のいろいろについては入札の中でとらえているので、私も詳しく調べて

いるわけではありませんが、１,０００万以上それから１,０００万未満という工事

が多々あるわけでございます。そのような形の中で、１,０００万以上それから未

満の工事はですねどの部署、それからどの範囲内で選考されているのかを、また私

はちょっと聞きたいと思いますが。 

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。自席から。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） 本町にはですねランクを決める工事の参加資格申請の中

で、ＡランクからですねＥランクまで分けております。その工事金額についてはで

すね工事予定価格によって分けております。 

Ａランクにつきましては本町には２社、Ｂランクについては３社、Ｃランクにつ

いては３社、Ｄランクが５社、Ｅランクが４社のですね土木におきましては１７社

ございます。それと、総務課長の方に金額の方についてはですね、ランク別の金額

の方についてはご説明をしていただきたいと思います。 

○議長（三森義高君） 総務課長 色見隆夫君。答弁席からお願いします。 

○総務課長（色見隆夫君） 今ご質問のありました１,０００万円以上、１,０００万円

以下につきましては、１,０００万円以上につきましては指名審査委員長が副町長

となっております。１,０００万円以下につきましては担当課長の方が審査委員長

として現在進めているところでございます。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 今、総務課長の方から１,０００万円未満は課長以下、それか

ら１,０００万円以上は副町長の方で行われるというような話でございます。 

副町長にちょっとお伺いしますが。入札のですね先ほど言いましたように９９.

２から９９.３％という数字を、私は８５％というとこれはちょっとあまり低く感

じると思いますが、８５から９０％ぐらいにするとですね事業費も多く捻出されて

ですね町道も工事延長の方が長くできるんじゃないかと、私なりに簡単に思ってい
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るわけでございますが、その点について、副町長、どういうふうなお考えを持って

おられるのかお聞きしたいと思いますが。 

○議長（三森義高君） 副町長 宇藤信幸君。答弁席からいいですか。 

○副町長（宇藤信幸君） おはようございます。今お尋ねの、２番議員さんの質問です

が、設計書自体が結局実勢単価に基づいて作成しておりますので、その金額を積み

上げたところの設計額でございますので、１割とか２割の減額で応札することは、

そこの請けた業者が非常に自分の会社の経費並びに現場管理といったところをさっ

ぴいて工事をしなければなりません。 

最近では特に発注工事が減ってきている中で、１年間５００万とか７００万の受

注高で従業員を養っていくには非常に厳しいんじゃないかと思っておりますので、

そこのところは会社の実情に合わせた応札額になっているかと思っております。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 今、副町長が申されました。確かに、私も小売りも減っていま

す。それから、自然災害などもほとんどもう現在あっていませんので、たいへん工

事関係者については苦労されているんじゃないかと思っています。 

しかしながらですね、現在の工事を見てみますと本当に目に余るような構造物の

たいへんな大さに私も気付くわけでございまして、このままですね構造物をもう少

し町道においてはですね減らしていくような形を取られて、町道に相応しいような

道路を私は期待するわけでございますが。その点については、町長どういうような

考えを持っておられるのか。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） ２番議員さんが今おっしゃいましたお話でございますけども、

今、副町長も工事につきましては申しましたように、設計書に基づきまして入札等

が行われていると。また各業者それを見積もり入札されていると、私もそのように

思っておるところでございます。 

今の２番議員さんのお話からちょっと聞きますと、少し過大設計ではないかと、

そのようなのお話のように今お聞きをいたしたところでございます。もちろん過大

でないか、過大であったかというのはちょっと私も現場、図面上で説明を受けるわ

けですので、用途のことはよく私も飲み込めていない部分がございますが、どうし

ても地域の道路を造る上で、道路の地権者の方々の協力をできなかったとか、ここ

はどうしてもよけて、よけるといいますか、こういうふうに曲げんと道路としての

機能は果たせないとか、そういう諸問題の結果がそういう設計書につながっている
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じゃなかなろうかなと、そのように私は思っております。できる限りですね町の町

道を改良していき、また視距の悪いカーブ等のカットとかしていくわけでございま

すけど、どうしても地権者の協力を得ながら、そして最低の金額で最高の工事を、

地域のためになる道路工事を最高のものにするという、そういうことを含めて今設

計書の方は委託といいますか、入札設計者の入札業者にお願いをしているのが現状

でございます。 

当然、必要以外の工事にならないように今後も十分設計書等につきましては、私

ども建設課はじめ職員一同一丸となりまして、十分設計書にも目を通し、また現地

の方も調査をしながら、地元にと取りまして一番すばらしい道路網整備をしていき

たいと、そのように思います。本当に過大な部分がある分につきましてはですね本

当に私もそのように思うことがございますが、思いは一緒でございますから十分今

後はですね、その設計書を上がってきた時点で、地域の方々が一番利便性の高いよ

うな道路網整備をするように心掛けてまいりたいと、そのように思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 大体町長の話わかりました。それからですね、まだ入札の方に

関係しますが、入札の中にですね１,０００万円以上、おそらく委員さん方６人を

持っておられると、組織されていると思いますが、その６人さんの委員さんはです

ねどのような形で選考されるのかをちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（三森義高君） 総務課長 色見隆夫君。 

○総務課長（色見隆夫君） 審査会におきましてはですね１,０００万円以上につきま

して、先ほど副町長の方が会長にということになっておりますが、委員の構成メン

バーを申しますと、総務課長それから建設課長、それから産業観光課長、それから

税務課長、それに担当係長というようなメンバーになっております。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 今、総務課長の方から、総務課長それから建設・産業・税務課

長というような話がありましたが、この工事の中においてですね、やはり課長の中

で連携を取られてですね、このような工事というかですね、総務課長もご存じと思

いますが、私の地元のですね別所・冬野線、私も立派にできているのでどうのこう

のとはあまり申したくはありませんが、これはですね本当に景観も悪くなったしで

すね、町道として本当に私は相応しいのかどうか、いつも思っておるわけでござい

ます。町長も目の前で毎日見られていると思いますが。町民もですねはじめから話
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を聞いてみますと、お城ができるのかとかいろんな話が出まして、私も返答に困っ

ているわけでございますが。町長におかれましてはどの点について、どう思ってお

られるのか。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） コメントは別にございませんが、地元の要望を受け、陳情な

されて、地域に必要な道路と、そのように思っております。正直なところ、２番議

員さんと一緒でございます。コメントは差し控えたいと思います。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 地元でございますので、あまり控えさせていただくようでござ

います。 

それからですね、私はもう１つ疑問がありますが。現在、町道の工事、県の工事

といろいろあっております。その中でですね、これは長く凍結した、議題に上がっ

ていてもですね凍結した工事もあっていると思いますが、町道の工事はですねどの

ような優先順位を取って行われているのかを、ちょっとまた質問いたしたいと思い

ますが。 

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） 町道の工事についてどういう優先順位で工事を進めてい

るかというご質問につきましてはですね、まず基本的には総合計画の中にですね謳

われている路線を優先的にですね年次計画で発注し、設計してですね、それを順位

として定めております。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 建設課長の方から、総合計画の元に行われていているというよ

うな話がございましたが。昨日、建設課の中で話が出ましたように、ある議員から

前々から話は出しておると、何年経っても話が通じらんというような話がございま

して、総合計画の中に入っているならですね、そういう話がどのような場所で、建

設課長の方で早く進めたり遅らせたりしているのは、どういう課程でそういうのが

行われているのかをちょっと聞きたいと思いますが。 

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） 総合計画もですね見直しをしながらですね、いろんな住

民の方の意見とかですね、そういうのも聞きながら、できるだけ総合計画の中でで

すね検討は毎年しながら進めていくようになってはおります。そういうことで、ま
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た、私たちもですね内容を検討しながら、その年々ですね、やっぱりそういうよう

な考え方は持っております。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 今の話で、住民の方々と話されてという建設課長の答弁でござ

いますが、本当にそういう話をされて取り組んでおられるのかも疑問に思うわけで

ございます。本当にですね、地域の、例えば雨の災害それから大きな夕立があった

場合、通れないというような道路があるならばですね早急に、私は改良していかな

くてはならないかと思っております。その点を十分建設課長もですね考慮されなが

ら、今後の工事の方に私は向かっていってもらいたいと思っております。入札の件

につきましてはこれで終わりますが、続いて町道の廃止及び認定基準について、お

伺いいたします。 

本町においてですね町道が２０１路線ありますが、その中において１級町道、２

級町道その他の町道とあるのは、道路の区別はですねどのようにして行われている

のか、ちょっと質問いたします。 

○議長（三森義高君） 建設課長補佐 甲斐邦博君。答弁席からお願いします。 

○建設課長補佐（甲斐邦博君） おはようございます。ただいまのご質問ですけど、私

が土木係長におった時代の考えを申します。 

町道には１級町道・２級町道・それ以外のその他の町道があります。１級町道・

２級町道についてはずっと以前からですね、昔建設省といっておりましたが、建設

省の認定を受けたのが１級町道と２級町道であります。１級町道と申しますのは、

まず国道とか県道を結んだ重要な路線でありまして、２級町道はまたそれらをさら

に結んだ町道であると思います。その１級町道・２級町道につきましては、町の方

で認定したものではなく、町道のうちから建設省の認定を受けたものであります。 

その見直しというのは、私の記憶ではもう１０年以上あっておりません。おそら

くこれからもあまりないと思います。それ以外の町道がその他の町道で、２級町道

をさらにまた結んだものであります。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） ただいま課長補佐の方から国道・県道を結んだ線が１級町道・

２級町道、それから国道・県道に付いていないのがその他と。わかりました。町道

の中でですね認定道路はただ多く現在見られておりますが、今まで廃止になった町
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道なんかはあるものかちょっとお伺いしますが。どれくらいあるのかちょっとお伺

いします。 

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） 廃止した路線もですね、今までいくつかあると思います

けど、数字的にはですね把握はしておりません。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 数字は把握してないということでございますが、認定道路はで

すね、どんどん認定されて、今後やっぱりそういう道路もですね見直してはいかな

くてはならない時代に入っているんじゃないかと思っておりますので、その点も建

設課長よろしくお願いしておきたいと思います。 

６月のですね定例会の中で、根子岳観光線が町道として認定されましたが、この

町道をですねどのように今後生かされていくのか。また日の尾峠線について、阿蘇

市との話し合い、協議会などをですね年にどれくらいされているのかちょっとお聞

きしたいと思います。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 今、町道廃止及び認定の基準ということで今、課長補佐また

建設課長の方からご報告申し上げました。その中で今回、今年の６月に認定されま

した根子岳観光線ということで皆さん方のご苦労によりいよいよ着工の段階という

ことでございます。 

そういう中で日の尾峠線も各議員さんご存じのように、各地域に特に目立つとこ

ろに看板等を上げ、いかに日の尾峠線が大事かということを町民の方々と一緒に陳

情またバックアップをしていただくということで今進めているところでございます。

阿蘇市との話し合いも再三お話をいたしております。なかなか今、阿蘇市さんの方

の道路等も前の旧一の宮町になりますが、牧場の中で、それこそ費用対効果の方が、

高森町は費用対効果につきましてはかなりの分がございますけども、一の宮の方が

ほとんど牧場、草地でございまして、ほとんど昔でいう牧場がほとんどでございま

して、その分が少し難航しているかなという部分がございます。その分と、今高規

格道路ということで、今大野市まで来ておりますが、それが今大野市から、今の阿

蘇市でございますが、阿蘇町を通り、的石の下の前の砕石山の下を潜って旧旭志村

に出るというふうな感じでございます。ちょうど本田技研の裏側を通りまして、菊

池・山鹿の方につなぐと、それが高規格道路というふうに指定をされております。
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再三一緒にこの高規格道路も陳情しておりますけれども、大分の方は今回は竹田市

から旧荻町の所までくるんじゃなかろうかなと期待をいたしておりますが、私ども

の熊本県の方は旭志村の方から橋梁とトンネルが建設中でございますが、トンネル

の方で湧水事故が多発いたし、今中段をいたしております。まだ設計をしておると

いうことでございます。それを重く、阿蘇市の方も考えておられ、今、日の尾峠線

の方は感じ的にはですね、そこまで話題がいっていないというのが現状でございま

す。 

そういう中で、日の尾峠線は私どものメインとするところでございまして、いか

に高規格道路に高森町からつなぐということになりますと、本来で私の希望地から

申しますなら、そこの大野市にですね、前の旧荻町にして通れば、この高森町を下

ってですね空港まで続いていただくと、私の町以外に大分県・宮崎県もすばらしい

道路になるんじゃなかろうかなと思っておりますけども、当初が菊池市に出て、山

鹿市につなぐ、３号線につなぐ、今３２５号線が来ておりますけども、菊池の方か

ら出ておりますけれども、それにつなぐというのが当初の計画で、今その方を進め

ておるのが今の現状であろうと、そのように思っております。 

私どもは、この日の尾峠線が通ることにおきまして、今、矢部の方で中九州高速

道路ということで御船のインターから矢部、今の山都町に向かって工事を進めてお

ります。インターといたしまして、旧菅尾の方でインターができるというふうに計

画なされておりますから、これをつなぎたいというのが、そこ一心でございます。

そうすることにおいて、この阿蘇において真ん中が今までは阿蘇市が中心街であっ

たのが、私自身はこの高規格道路と高速道路をつなぐことにおいて、この高森町が

阿蘇の中心になると、そのように確信をいたし、今進めているところでございます。

せっかくのチャンスを、またチャンスでございますから、バックするということは

ございませんけども、できるかぎりの努力をして、そしてまたご存じのように政権

交代があったばかりでなかなか話を進めるというのが今のところ、かなり難儀をい

たしておるところでございます。 

当然、難儀いたしましても早くですね、その政権に適応していくのが私の務めで

あろうと、好き嫌いは別にいたしまして、当然やるべきことは議員の先生方のご尽

力をいただきながら進めてまいろうと、そのように思っております。今回は、ひと

つの初めとして根子岳観光線ということで認定をし、今回着工するという運びなり

指定を受けたところでございますので、どうかご尽力いただきますように重ねてお

願いを申し上げまして説明とさせていただきます。 
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○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 高森の方は費用対効果が高いが、阿蘇市の方はあまりないとい

うような町長の答弁でございますが。やはりですね、この日の尾峠線は私たちも常

々やっぱり早くできるのを願っているわけでございまして、うちの方からですね積

極的に阿蘇市の方に声を掛けていかなくては、この道路も私はできないんじゃない

かと思っております。今年度、町長はですね阿蘇市の方に何度となく足を運びまし

て、この点についても一所懸命してもらいたいと思っております。 

それからですね、これは話がまたちょっと二転三転としますが。現在、草部南部

の馬場芹口線、あそこの道路は途中まで今できておりますが、今後あの道路はです

ねどのような方向で町長はもっていかれるのか。現在、救急車もようやく通る、も

しも火災などあった場合はどのような対応を取られるのかということが、私は一番

思っておりますが。それについて、どう考えておられるのか。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 今、馬場芹口線ということでお話を伺いましたが。馬場芹口

線につきましては、今３回ほどに分けて工事を進めてまいりました。あれから、あ

と数十メートル、地域の方々の許可を得ておりますけれども、それから先が地域の

土地の所有者の方の許可がいただいてないというのが現状です。 

はじめ、着工するときにはあらかじめですね駐在員さん、また地域の方々とお話

をして進めてまいり、そしてまた町民バスもあそこまでは入れなかったということ

で、あそこの高齢者の方のお話をお聞きいたしますと、せっかく風呂の来て汗を流

して、あそこでバスを降りて、そしてまた１キロほど、１,５００メーターほど歩

かにゃならんと、帰ったときはまた汗びっしょりでなんのため風呂に行ったかわか

らんだったというようなお話をお聞きをして、急きょなんとか町民バスを入れると

いうことで、あそこのお堂さん、大きなイチョウの木がございますが、あそこに入

れるということで、あの時は竹を切ったり、いろんな地域の方にしていただきまし

て、今、町民バスとしてはあそこまで入るようになりました。どうしても今、救急

の整備、また、もしも火災、あってはなりませんけど火災発生の場合には本当に行

き止まり町道でございます。１台入ったら、もうバックもでけん、もう次から次つ

かえて、本当の危機管理用道路としては不能な道路であるかなと、そのように思っ

ております。 

地域の方、そしてまた地元の議員さんにもですね地域の協力を得るように、その

土地の地主さんの協力を得るように今進めております。土地が許可をいただければ、
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早急に改良すべきところだと、そのように思っております。ぜひ、地域の議員さん

の方々のご協力を得ますようにお願いをいたしたいと思います。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 町長も現在あの土地がですね、皆さんの協力なくしてはおそら

くできないと思っております。一刻も早くですねあそこの途中で止まってないよう

に、私も実現を願いたいと思っておりますので、よろしくお願いしておきたいと思

います。 

続きましてですね、今後の町道の管理体制について、建設課長の方にちょっとお

伺いいたします。町道のですね認定されまして、たいへん立派な町道ができている

わけでございますが、年々老朽化それから改良されてもですね維持管理の方が、こ

れが増大すると思っておりますが、今後どのような対応をその点についてとられて

いくのかを質問いたします。 

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。答弁席からお願いします。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） 町道の維持管理対策の考え方について、お答えします。

先ほど路線のですね数字が２０１路線とありましたけど、現在は１９６路線になっ

ております。総延長につきましても、２６０キロメートルありまして、その道路管

理につきましてはですね職員による道路パトロールを、地域住民の方々が安全に通

行できるよう日ごろの道路点検を実施しております。特に、災害の発生しやすい危

険箇所については看板等を掲示し、住民の方々に事前にお知らせをし、災害に遭わ

れないようお願いをしております。 

県道につきましては、大雨の異常気象時に落石等による被害が発生する恐れがあ

る区間につきましては、事故を未然に防止するために通行止めの基準等を定めて実

施されております。大雨の災害の対応については、町としては気象庁の予想雨量等

を参考にし、できるだけ早く住民に伝達するために防災無線等を利用させて地域に

お知らせをしております。 

また、災害等が発生した場合は、請負業者さんに地域ごとに区割りを事前にして

おりますので、土砂の撤去、また冬場の除雪等の撤去についても早く対応をしてい

ただき、住民の方々の生活道路として支障のないよう作業をお願いしております。

また、融雪剤の保管場所については高森地区・色見地区・野尻・草部地区に分けて

直接取りに行っていただいたり、また役場に取りに来ていただいたりしております。 

現在の道路維持管理として、交通事故が発生しないよう今後、今現在はですね今

年の事業としてふるさと再生特別基金事業で、町道の路面・側溝の清掃を行ってお
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ります。草など支障木等についてもですね現在、伐採を、特にひどい所をですね選

んでしております。そのほかでは、また今年の事業で地域活性化経済対策臨時交付

金事業でですね、町道の白線がほとんど消えておりましたので、その予算の範囲内

でですね白線を引いたり、ガードレールを設置したり、カーブミラーを設置したり

しております。 

町道の維持管理につきましては、全路線をですね定期的に巡回し、危機管理道路

としてですね、また事故が発生しないように今後とも定期的に実施していきたいと

考えております。 

以上です。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 今、建設課長の方から詳細な説明がありました。職員でちょく

ちょくパトロールをしているということでございますが、中にはですね例えば、こ

れは天神上色見線のですね、あそこがちょっと私何回か通っているんですが。現在、

水田の水の出口の所には枠がですね付けておられますが、あの道路もですね、いつ

も通ると思うんですが、地元の人はいつも危険箇所がわかっているのでよけて通ら

れると思いますが、民家の入口についてですね、なにか段差がちょっと東側の方は

たいがい多く見られるような感じがしてですね。排水も昔のままじゃないかと思っ

ておりますが。あのような所をですね特に注意して回れたら、私はいいんじゃない

かと思っております。 

それからですね、舗装の轍とか穴ほげですね、コンクリートの舗装のひび割れ、

それから欠けがですね町道においても多く見られるわけでございます。そういう点

については今後はどのように補修されていくのかをちょっとお伺いします。 

○議長（三森義高君） 建設課長 瀬井公吉郎君。 

○建設課長（瀬井公吉郎君） 議員さんのご指摘のとおりですね町道も舗装とかしてで

すね長い年月があって老朽化が著しいところがたぶんに見られます。その中でです

ね点検をしながら小修理を行っているところでございます。 

また、小修理でですねきかないような場所もありますので、今後についてはです

ね維持管理の維持の工事の予算をですね獲得して、できるだけ危険性がないように

していきたいと思います。排水等でですね宅地の段差とかにつきましてはですね、

やっぱりそういう段を付けんとですね道路の水が敷地内に入って苦情がありますの

で、そういう所については段差がある所もございます。できるだけですね、段差が

ないような今後の道路施設づくりにしていきたいと思います。 
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以上です。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君。 

○２番（森田 勝君） 町道の管理について、町長、それから建設課長、副町長とあっ

ち飛び、こっち飛びで質問いたしましたが、私はですね入札がですねいけないとは

決して思っておりません。しかしですね、やはり工事を見てみますと、ほとんどで

すね大きい業者が請け負った工事は下請け業者がほとんどやっているような状況を

見ているので、こういう質問をですねあえてさせていただいたわけでございます。 

政権もですね民主党に代わりまして、今後工事関係もおそらく減ってくるんじゃ

ないかと思っています。町にですねふさわしい町道のあり方を今後は考えていって

もらってですね、なるべく長い面で町道ができますようなことを私は常々思ってお

りますので、その点についてよろしくお願いしておきたいと思います。 

○議長（三森義高君） ２番 森田 勝君の質問を終わります。 

お諮りします。しばらく休憩したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） しばらく休憩します。１１時半から行いたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１５分 

再開 午前１１時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

３番 田上更生君 

○３番（田上更生君） おはようございます。３番、田上でございます。 

本年８月の政権交代が行われまして、たいへんな大きな変化が起きているんでは

なかろうかというふうに感じております。そのような中ですね歳出の削減を図るた

めの事業仕分け作業、その中で地方への事業の移管あるいは費用対効果という言葉

が多く聞かれました。それを意味することは何なのかなというふうに感じましたと

きに、私はたいへん地方への厳しさというものを非常に感じたものであります。 

特に、地方の独自性を求めるもの、地方の責任の増大ということも多くいわれて

おります。そのような厳しい環境の中ですね、本町の一番の産業であります農業は

たいへん厳しさを増し、町長ご存じのとおりだろうと思います、衰退の一途をたど

っているように思えます。農業が元気であることが本町の商店街をはじめとするま

ちを活気づける第一歩だというふうに私は考えております。私は、その点におきま
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して、農業振興策について質問をさせていただきます。 

地方の独自性あるいは地方の責任が大きくなるといわれる中、本年２１年度にお

いて重点的に農業振興策として取り組まれた部分と、それを踏まえまして、この変

わっていく国・県等の施策の中で、本町２２年度においてですねどのような施策方

針で臨まれるのか。これまでの事業展開というのは、国・県の施策の踏襲というも

のがほとんどではなかったかというふうに思います。私は今こそですね町独自の具

体的なやはり農業の振興策というものを考えるときではなかろうかというふうに考

えておりますが、町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。答弁席からの発言を許します。 

○町長（藤本正一君） ３番議員さんのご質問にお答えを申し上げたいと思います。 

２１年度はどのような行政から農業、第一産業に対しての援助と申しますか取り

組みはということでございました。たいへん私どもの町も第一次産業、二次、三次

というふうな職業がございまして、農業関係につきましてはたいへん衰退をいたし

ているのは現状であろうと、そのように思っております。そういう中で農協を通じ

たＪＡさん関係とも機会があるごとにお話を申し上げますけれども、どうしても農

協・ＪＡさんにおきましては費用対効果ということで、どうしても経営を主となさ

れます。私どもの場合は先ほども申しましたが、同じサービスにいたしましても経

済的なものをやるわけじゃございませんで、無償のサービスを提供するというのが

私どもの行政でございます。 

そういう中で農協さんと打ち合わせますけれども、たいへん農家が冷え込んでい

る中で、私が一番危惧をいたしている部分に関しましては、せっかく後継者として

地域に若い方が残っておられます。そういう中で、その後継者の方々が一番今苦慮

なされていると。本当に見るに忍びない部分があると、そういうふうに感じており

ます。どのような打開策かといえば、やはりどうしても農協を通じていろんな施策、

また金利の補助等を受けながら進める中で、どうしても負債の方が大きくなってき

たということで、今お話等が十分あってございます。そうした中で、じゃあそうし

たら一番農業としての基本的なものとして農業をする上において不動産、田・畑・

山林を含めてですね、そういうものがないことには農業は続けることができないと

いうことがございます。そういう中で地域の後継者のおる方々の方が、そういうで

すね苦慮をなされていると、本当に心苦しいわけでございますけども、それに対し

て行政がどのような対応をするかといいますのは、なかなか手を差しのべるという

のが限度がございまして、いろんな制度に対してとか、大きく自分の経営者として



 

－59－

の能力をやはり高めていっていただく。そしてまた、一緒にですねいろんな、今、

認定農家いろんな会がございますが、そういう中にもやっぱり出ていただいて、そ

して勉強会なりいろんな会を参加をしていただいて、やはり自分の経営母体をしっ

かりとですね考えていただくということでございます。 

私どもは先ほど申しましたように、やはり手を添える、背中から押してあげると、

そういうことしか行政として手助けはできないとじゃなかろうかなと。これをやり

ます、あれをやりますというのは、少し現状といたしましてはですね不可能であろ

うかなと、そのように思います。そういう中で、今回はいよいよ本年度もあと３ヶ

月余りでございますけども、２２年度における具体策はということでございました。

そういう中で、今思いますに、今日の新聞等も載っておりましたが戸別補償の問題、

戸別補償をどのようにするかといえば今までの改良組合、一つの農地を基盤事業と

かそういうものに対しまして半額にすると。そのような新聞のことでございました。

また、特別は、この農業関係には関係ございませんけれども、子ども手当にいたし

ましても２万６,０００円を１万３,０００円に、それは来年度からでございますが、

そういう中で地方の負担は求めないけども、所得制限をいたしますとか、いろんな

方策が変わっておるということでございます。そこをまだまだ見極めができないと

いうのが今、現状でございます。 

そういう中で、このデフレ現象にいかに私どもも対応してまいるかということで

ございますと、やはり給料等が減り、給料が減れば当然辛抱する、辛抱すれば物が

売れない、売れないから安くすると、もう悪循環でございます。もうまったくデフ

レ現象はインフレとまるっきり反対のことでございますから、今の現状はそのよう

に思っております。そしてまた、事業仕分けによりましていろんな施策が廃止にな

ったり凍結されたり、またもちろん今回は見直しもあるというのをお聞きいたして

おりますから、何とか私どもの地域が生き残るために、そしてまた地域の活性化の

ためには復活していただきたいというのはもちろんございますけども、やはりこれ

は私どもは国の政策がどのような流動的なものがあるかというのはよく見極めて、

平成２２年度も進めていかにゃならんと、そのように思っております。 

今後、いよいよ平成２１年度の補正が、明けたら国会を通り、そして平成２２年

度の国会での予算が組まれ通過するものと思います。そこをよく見極めて、今後も

私どもは努めてまいりたいと、そのような中で、やはりいつも申しますように、や

はり農業振興というのは私どもにとりまして基本的なものでございますから、高森

町の総合計画に基づきましてその事業を順次進めてまいるように心掛けております。
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また、その事業を承認・継続をしたいと、そのように思っておりますのでよろしく

お願いいたします。 

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。 

○３番（田上更生君） 今、なかなか町独自の具体的な振興策というのはなかなかやっ

ぱり厳しい、財政的にも厳しい面があろうかというふうに思っておりますけれども、

本年度発行されました高森町の総合計画、２２年度からの総合計画の中にあります

けれども、平成２年度においてはですね総農家戸数が８２４戸あったものが、ちょ

っと資料的には古うございますけれども、総合計画の資料を見ますと平成１７年度

で５９７戸、もう２３０戸程度の減少というようなことでございます。 

また、その中で昨今問題になっております耕作放棄地ですね、それがすべて耕作

放棄地になっているのか、ちょっと疑問に思う点もありますけれども、平成２年に

おきましては１,７４７ヘクタールあったものが、平成１７年度には１,２６４ヘク

タール、４８３ヘクタールの減少と。これがすべて耕作放棄地になっているという

ふうには申しませんけれども、そういうような数字が出ているわけでございます。

また、そのほか採草放牧地につきましてもですね平成２年に４６５ヘクタールあっ

たものが平成１７年には２００ヘクタールと。２６５ヘクタールの減少と。本年平

成２１年でございますので、数字はこれ以上に耕作放棄地に近い状態のものが出て

いるんではなかろうかというふうに思いますが。たいへん産業観光課においてもで

すね耕作放棄地についてのいろんな手だて内容をこれまで考えて実施もされ、ただ

調査で終わっているのか、調査は早くからなされているというふうに思います、耕

作放棄地についてのですね。やはり、その耕作放棄地の解消策なりをどのように考

えておられるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。答弁席からの発言を許します。 

○産業観光課長（後藤正三君） 耕作放棄地についてですけども、現在耕作放棄地につ

いては農業委員会の方で調査を行っております。すみませんが、調査は終わってい

るんですけど、放棄地の面積の資料を持ってきておりませんので申しわけありませ

んけども。その中で、その調査の中で耕作放棄地につきましては、まず一つの大き

な理由として、耕作する場所として近隣に山があって、どうしても今の時代として

はそこにつくっても収益が上がらないという場所がまず耕作放棄地になっていると。 

それから、先ほども３番議員さんがおっしゃいましたように農家戸数が減ってい

るということで、必然的に耕作面積が１農家で限られますので、だんだんつくられ

なくなってきていると。耕作条件の悪い所がつくられなくなってきているというこ
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とです。それからもう１つ、施設園芸の方にどうしても入りますと、逆に言うと、

昔、露地でしたら２町、３町つくらなくてはいけないものが三、四反、五反あれば

いいということで、残りの農地については耕作をしないと。耕作放棄地になってい

なくてもロータリーを掛けて耕作放棄地にならないような状況で維持されていると

いう、農業の経営形態の変わるのも大きな要因です。だけども、３番議員さんがお

っしゃいましたように、農家が一番減ったというのが大きな原因でございます。 

現在、耕作放棄地につきましては、耕作放棄地を解消しようということで農業委

員会でも耕作放棄地を調査していただきまして、何とかそこをほかの人に、つくる

人はいないかということであたっているんですけれども、農業経営が厳しい、厳し

いという話が出ていますけれども、なかなか新たに大きく耕作放棄地を解消してや

るという取り組みは大きくはできておりません。但し、現在では農協青年部・４Ｈ

クラブ中心にですね、食育活動として高森中央小学校、最近では東小学校等もいろ

いろ話は進めておりますけれども、食育活動として耕作放棄地解消を兼ねまして、

学校の近くの、以前水田だった所ですけれども、これは耕作放棄地以上にですね厳

しくて、ユンボとかを入れて整地をやったわけですけど、そういう青年の方と耕作

放棄地をなんとか解消していこうということで取り組みを進めております。また、

４Ｈにつきましては、４Ｈも農協青年部も一緒なんですけど、マルミヤさんが大豆

を引き取ってくれるということで、耕作をされていない土地を利用して大豆をつく

ったという活動もしております。 

それから、耕作放棄地が山間部の方では山付とか非常に多いんですけども、こっ

ちの高森地区とか場所のいい所になりますと畜産農家が結構あります。畜産農家が

借りて、現在牧草を植えられているということによっていくぶんかの耕作放棄地は

解消されているというのが現状でございます。まだ、大きな耕作放棄地の取り組み

については、なかなか農業の経営問題もありましてなかなか難しいんですけれども、

現在農業委員会、農協青年部・４Ｈクラブ等々、連携しながら少しずつでも解消し

ようということで進めております。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。 

○３番（田上更生君） 耕作放棄地の解消についてはですね皆さんもご存知だろうと思

いますけれども、残念ながら事業仕分けの中で見直しという決定がなされておった

というふうに、私は見ております。ちょっとそこ辺は確認をしておりませんけれど

も、そういうようなテレビでの中継の中であっておったなというふうに受け取って
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おるところでございます。 

今、課長の方から答弁いただきましたけれども、特にですね水田については平成

２年度、１７年度を基準にしますと水田の耕作面積は増えているというような状況

でございますけれども、特にこれは山東部、おそらく野尻・草部だろうというふう

に思いますけれども、畑作地帯、平成２年度１,３１４ヘクタールあったものが、

平成１７年度においては８８４ヘクタールと大きな落ち込みといいますか、耕作面

積の減というようなことで、確かに隣接する所が山林であったりして耕作に適さな

いというような部分もあろうかというふうに思いますが。これが大きなやっぱり一

つの農業衰退の要因ではなかろうか、そういうふうにも私なりに感じているところ

でございます。 

昨今ですねたいへん企業の農業への参入というものがものすごく、もうここ数年

いろいろと取り上げられております。スーパーのイオンですか、が農業に参入して、

自分の所で生産したものをジャスコで販売するというような話も早くにあっており

ましたし、見られたかもしれませんけども、昨日、１５日ですか、ＮＨＫのテレビ

で夜７時半から８時まで、「企業の農業参入」というようなことで取り上げられて

報道があっておりました。それは大分県の取り組みであったというふうに思います

けれども、福岡県において農業への企業の参入の説明会を開いたところ、８１社だ

ったと思います、その説明会に来られたというのが、やはり私は農業というものも

やはり企業としては一つの大きな魅力ある産業として受け止められているのではな

いかなというふうに感じたところでございますし、その中で大分県の県の職員の方

だったか大学の教授だったか、ちょっと記憶がはっきりしませんけれども、企業参

入には二つの選択肢があると、農家にとっては二つの選択肢があると。その企業に

入って従業員として働く選択と、その企業に負けないだけの農業経営を目指す二通

りじゃないかというような話がされておりました。私はもう一つ、三つあるんじゃ

ないかなと、そのとき感じたわけでございます。 

それは何かと言いますと、例えば高森なら高森の中で、一つの営農集団、農業集

団的なものを、町あるいはＪＡなりがバックアップしながらですね、やはりその中

に企業的な経営方針なりを持ち込んでやる。私は、議員さん方ほとんどが農家出身

の方でございますけれども、おそらくあの企業に入って働くなんていう考え方の方

は誰もおられんだろうと思います。私はだからこそ、その企業姿勢を持ったですね

企業的な感覚を持った営農集団・農業集団というものをつくってですね、この町の

中の農業活性化につなげるというようなことができないんだろうかなというふうに
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考えたところでございますけれども、町長いかがでしょうか。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 今、企業でという行いはいかがかと。もちろん今いろんな地域

的にそういう考え方を持ってされている方もございます。一番私が危惧するところ

はですね、この高森町がそういう場所に適しているかどうかと。失礼な言い方です

けれども、大津町はですね適しているんじゃなかろうかなと。１年中作物ができま

す、一年中。畑は１日もよこわせない。高森は、失礼ですが、１作つくったら、あ

とはおよこいでございます。そしてずっとよこわせてある。 

いろんな施策を見ますとですね、そしてまた、この山間部というのはもちろん気

象条件、いろんな条件が整って初めて農作物ができるわけですが、そういう中で冬

場の高冷地野菜というのはもちろんブランド化され、一時的にはですね自然に関し

て高冷地野菜ということで長野県また熊本、ましてこの阿蘇地域は特別な時期もご

ざいましたが、今は一年中ですね田んぼに入れんで機械化され、そしてまた水だけ

でですね出すと、そういう時期でございまして、なかなか企業として農業を、この

高森で行うのは少し無理がくるんじゃなかろうかなと、そのように思うております。

決して、する、せんは別にいたしましてですね、十分農協さんあたりもですねいろ

んな考え方があろうと思いますから、その辺はですね協力をしながら進めていくべ

きであろうと、そのように思っております。 

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。 

○３番（田上更生君） 私がその点を申し上げましたのは何なのかと言いますと、たい

へん今、もう農業者の高齢化進んでおります。特に山東部における露地野菜地帯、

いわゆる重量野菜といわれますキャベツ・白菜・ダイコンですか、これにおいては

もう高齢化が進み、体力的な問題のことで、やはり農業を辞めたいという農家等が

たくさんあるわけです。 

その中で、やはり農家の人たちは生活がやはりほとんど国民年金でございますの

で、たいへん今の年金制度の中でやはり少しでも収益をという部分を考えますと、

こういうような企業体質的な部分を持ったものを立ち上げてやりますと、軽作業に

おいてはご高齢の方への作業あるいは、ある程度の体力的なものが必要なものにつ

いてはその地域におる若い者がやるとかですね、いろんな役割分担的なものができ

はしないだろうかなというような発想で、私は申し上げたところでございます。 

その中で、一つですね、今度山東部の方に大型養鶏場、これは工場も含みますけ

れども、大型養鶏場の推進というようなことで、町長先頭に立って事業推進に努め
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られているというふうに思いますけれども、これをですね、私はこの大型養鶏場と

連動した形で、それは何かと言いますと、養鶏場をする過程の中で排出物が出ます。

そういう部分をやはりいろんな形で利用し農業振興につなげていくとかですね、や

はりいろんな展開が私は考えられるんじゃないだろうかというふうに思っておりま

すが、町長いかがでしょうか。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 今、大型養鶏場のお話も出ましたけれども、当然ですね、この

大型養鶏場というのもやはり雇用の場の確保、自主財源の確保、地域の振興という

ことを含んで今進めているわけでございます。そしてまた、食品工場等につきまし

ても今から進めていくわけでございますけども、今、３番議員さんがおっしゃいま

したように、いかに有効利用するかと、もちろん鳥の餌にいたしましてもですね、

やはりそういうものが、ただ、配合しただけじゃなく、そういうものを含めて、こ

こ取り入れができない部分か。そしてまた、どうしても環境はもちろん、環境アセ

スメントを十分検討してからのことでございますけれども、当然その排水といいま

すか、工場から出ます排水につきましても再利用をですね、どのような形で再利用

できないものかと、そのように思って今、検討をいたしております。 

また、再利用するようにですね、限られた資源でございますから、再利用するよ

うにということを今進めておるところでございます。まだまだ今から検討をし、そ

してまた地域の議員さん、また地域の皆さんともですね、よく相談しながら、そう

いうものにつきましては努力したいと、そのように思っております。 

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。 

○３番（田上更生君） 大型養鶏場の絡みはですね、このあと５番議員さんの方が質問

されますので、これ以上踏み込まなくてよろしいだろうと思っておりますが。特に、

本当に山東部の今の過疎化・高齢化、この疲弊した状況を見ますとですね、私は何

らかの手だてがほしいなと。いろいろな、町、財政的にも相当厳しい面もあろうか

というふうに思いますけど、ただ財源の補助とかですねそういう支援じゃなくて、

いろんなアイデア、そういうものを私は２２年度、新しい振興計画の中で進んでい

くわけでございますけど、ただ、本当に振興計画の中を見ますと、農業関係につい

ては、特に道路関係についてはですね具体的な部分が盛り込まれておりますけれど

も、農業関係それ以外についてはですね、やはり漠然的な部分、今までの考え方を

踏襲したような形しか何ら打ち出されていないのが総合計画でございます。 

やはり、地方の責任がこれだけ大きいということになればですね、やはり町とし
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ての一番の産業である、この農業というものをですね今までのやり方にとらわれる

ことなくですね進めていただくことがですねやはり大事ではないかなというふうに

思っているところでございます。ですから、私はひとつその点についてのご提案で

ございますけれども、先ほど高齢者の方々の重労働というような話も出ましたけれ

ども、その中でやはり、その高齢者の人たちが、先ほど企業的な役割分担、老人の

高齢者の人たちに軽作業とかいう、それとは別にですね、やはり山東部の方で重量

野菜とは違ったですね新しい、これはちょっと私が２番目の質問の中に掲げており

ますけれども、特産品の開発というような部分で掲げておりますけれども、それと

重複する部分がありますけれども。そういう新しい、軽いですね野菜・作物等ので

すね、を町あるいはＪＡ、振興局等々とですね協議しながら、やはりそういうよう

な開発等に向けた動きというものも、私はこれだけ高齢化進んでいく中で必要では

ないかなというふうに思っておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 今、３番議員さんがおっしゃいましたようにですね、やはり先

ほども言いましたように、資源につきましてはですね本当に有効利用せんことには、

これは無限ではございませんで限られた資源でございます。もちろん、そういう中

で地域的に、また今、高齢者の方々、体力を考えたり、いろんな地域の方策を見ま

すと、あとは知恵を出しあう、また考える。これは無限でございますから、これは

決して有限ではございませんで、どしこ考えても良いし、どしこ知恵を出しあって

もいいわけですから、その分につきましては今から十分ですねお互いに、お互いと

はちょっと失礼な言い方ですが、考え、そして知恵を出しあって、十分地域の活性

化に役立てていかねばならなんと、そのように思っております。 

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。 

○産業観光課長（後藤正三君） 特産品の開発の部分でよろしいのかなと思いますけど

も。今、３番議員さんおっしゃいましたみたいに重量野菜ということで非常に人気

がないということで、私たちも実際ですねキャベツ農家からキャベツをいただきま

して、農業フェアで試しに売ってみました。通常の市価よりかはちょっと安く売っ

たんですけれども、やっぱり見られて「いいな」とおっしゃるんですけど、なかな

か買って行かれないと。それよりさらに金額を落としたらですね、「これだけ安か

なら持っていこう」と、それは生産コストに合わない金額になっています。実際ス

ーパーを見ますと、現在では４分の１カットしたキャベツとかが販売されておりま

す。 
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そういうこともありまして、重量野菜が非常に販売からすれば厳しいと。それか

らもう１つ、この間キャベツ部会の南部キャベツ部会の総会があったんですけども、

だんだん農家戸数が減っていると。それに、重量野菜をつくられている農家が比較

的高齢者の方が多いというのが現状でございます。今後は重量野菜を、高齢化すれ

ばするほど取扱いが難しくなってくるということで、現在ではですね振興局とＪＡ

と私たちで、特に山間部ですけども、阿蘇全体で作物をもう一回重量野菜を見直そ

うじゃないかということで、現在協議を進めております。特に、波野・高森・山都

町付近になるんですけど、現在、経済連も入れて重量野菜に変わる作物はないのか

と。それにプラス、阿蘇独自の特産品になる野菜はないだろうかということで、過

去２回、実際に現地を回って、次回もすぐあるんですけども、農協の営農部を中心

として、新しい作物の試作品をやってみようじゃないかと現在、話を進めておりま

す。ただ、品目がですね２０種類ぐらい出ておりまして、その中からある程度限定

したものがいいんじゃないだろうかということで現在話を進めているところでござ

います。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。 

○３番（田上更生君） たいへん、現在話は進行中ということでございますけれども、

ただ、今、課長の方からも言われましたように、なかなか販売の方法によって、や

はり採算ベースに合うのか。やはり今は特にその販売方法、販売についてのやはり

取り組みというのが、これは高森中央支所の担当理事、ここに２番議員さん担当理

事でございますけれども、理事さんを前にちょっと言いにくい部分がありますけれ

ども、そこら辺のですね、やはり本当に農協さんあるいは経済連さん、農協に出荷

すれば農協さん経済連さんが取られると、もう農家はいいところはないというのが

現況でございます。 

だから、やはりそういう新しい作物を探すばかりじゃなくて、逆に今度は販売の

方法等においてもですね、やはりしっかりとした販売の道筋というものをですね立

てる必要もあるではなかろうかなというふうに思っております。消費者にすれば安

い方が良いというようなことでございますけれども、ただ、農家は採算に合わない

とつくらないという、ただ、それでも代わるものがなければつくらなければ仕方が

ないというのが農家の現状ではなかろうかなというふうに思っております。 

一つの農業振興策としてですね、一つまたお話しますけれども、現在アグリセン

ター、指定管理者制度で指定管理者の管理下にあるわけでございますけれども、こ
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のアグリセンター、設立の意義というものは町長さん十分ご存知だろうと思います

けれども、畜産農家への支援、あるいはそこで生産したものを子牛農家への支援と。

これは農業振興の中の大きな位置付けの中での設置だったというふうに私は記憶を

いたしております。それが現在、本当にそういうようなことで、その意義をなしえ

ているとお感じなのか、町長お伺いします。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 今、当初の目的はそのようであったように思っております。指

定管理者、アグリセンターの方でございますけれども、当然「官から民へ」という

ことで、ちょうど国の指導、また県の指導の下に、郵政改革じゃございませんけど、

官から民へということで温泉館、また草部の物産館と、今４施設、今交流館まであ

りますから、４施設指定管理者ということでお願いをいたしております。 

そういう中で、今アグリセンターにつきましては、当初牛の堆肥の野積みは禁止

されると、自然環境を守るため、自然を破壊するということで、そういう法律がで

き、そういうことになったように記憶いたしております。そういう中で、今、畜産

の方をお聞きしますと、この畜産の方もですね、かなり牛を養うといいますか、肥

育なり、また育てるというのがかなり減ってしまっているというのが現状にお聞き

いたしておりますし、またそれと納めることにおいてお金がかかるということでご

ざいます。また、お金をせんことにはいくらかお支払いをしよったわけでございま

すけれども、それがなかなかうまくいっていないと。そしてまた、農家が減るとい

うことでなかなかアグリセンターの方も堆肥の販売がですねスムーズにいっていな

いというふうにお聞きいたしているところでございます。たいへん農家自体に活気

がないという結果になっておるところでございますけど、せっかく大型機械から投

資をしてですね、基幹産業であります農家の方々の応援をすることを目的としてご

ざいますから、それを含めてですね私どももただ指定管理者に預けたから、それで

いいとは思っておりませんで、今後も一緒にですね、指定管理者の方々と一緒にな

って、やはり努めてまいらないかんなと、そのように思っております。 

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。 

○３番（田上更生君） 私は、このアグリセンターというものをですね、やはり本町の

農業振興のやはり核として、シンボル的なものとしてですね、やはり先ほど高齢者

の方が農業従事者に多いというような話をしましたけれども、たいへん堆肥等の生

産においてもですね、非常に体力的なもので苦慮されておるという部分もあります

ので、私はこのアグリセンターあたりをですね、そういうようなところに１００％
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利用する、ある程度農業振興の中で町がいろんな指導、今、指定管理者ですのでど

うのこうの言いませんけれども、やはり指定管理者にもちゃんとした指導をしなが

らですね農業振興の核となるような施設であるべきであろうなというふうに私は思

っておりますので、ちょうど都合がいいか、悪いかはわかりませんけれども、指定

管理者制度３年の見直しの時期でございますし、その指定管理者、出されるか、出

されないかはわかりませんけれども、指定管理者の方にもですね、もし出されるん

であれば、そこら辺のところを十分ご理解いただいた上で、町の農業振興のために

本当に有効に利用するという体制をつくっていただきたいなというふうに思ってお

りますが、町長いかがでしょうか。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） 先ほども申しましたようにですね、これはいかに堆肥はつくり、

そしてまたそれを消費するということでございますから、一番基本的なことでござ

います。ただ、無料配布じゃありませんでですね、いつだったか数年前に半額で堆

肥をですね何十トンまでか配布といいますか、ただじゃないから配布でございませ

んが、半額で提供するというようなことが一回やったことがございますけれども。

なかなか管理者においてですね堆肥を蓄積、あそこに溜めておられる。すると、時

期的に早く空になったり、ずっと溜まっておったりとか、なかなか堆肥センターの

堆肥につきましては、なかなか増減があるということもお聞きをいたしております。 

やはり、今後は町のアグリセンターの堆肥をですね、いかに利用していただくか、

また農家の方々に取っていただくようにですねお願いをすると、お願いをする以外

はないかなと、今のところはそのように思っております。 

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。 

○３番（田上更生君） なかなか財政的な部分がありますので、はっきりとした答えが

出ないのが現実だろうというふうにも思いますけれども。先ほど議会の休憩時間に

ですね、議員の皆さんから「ちゃんとした結論ば引き出せ、引き出せ」、たいがい

言われまして、たいがい私もプレッシャーがかかっております。 

最後のですね、ひとつ、これ、私の希望といいますか、ご提案でございますが、

先ほど言いましたように、新しい作物の開発導入、それから大型養鶏場の新設に係

る農業振興に向けたですね、来年度ですね、やはりそういう中で何かそれを議論す

る協議会なり検討委員会なりを設置してですね、本当に町長が、農業が高森町の一

番の産業なんだという姿勢ばですね、私はちょっと、それだけ結論を引き出したい

なと思うておりますが、町長、いかがでしょうか。 
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○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） もちろん、３番議員さんがおっしゃるとおりで、私も心苦しい

ところでございますけど、やはりやっぱり根本的なものはですね、今はちょっと言

葉が最近は薄れましたけども、まずはやはり私どもの農を大事にする、ただ行政の

応援だけじゃなくてですね、本来言いますならば、もっと地産地消をですね地域で

皆さんでやっていくことが一番ベターなやり方です。そうせんとですね、何かをや

る、何らかの形で後からやる分に関してはですね、ただ経済的のみでなくですね、

やはり地産地消、この町ででけたものは町で処理するというのが根本的なものでご

ざいます。 

ついででございますが、言いますけど、うちの南阿蘇鉄道の方もですね地産地消

じゃございませんけれども、ぜひ、ご利用いただきますようにお願いをしていたい

と、そのように思います。 

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君。 

○３番（田上更生君） 済みません、最後の質問、答弁になっとらんだったような気が。

たいへん厳しい環境の中にあるということは、私たちも重々理解をいたしておりま

す。しかし、その少ない財源の中で、やはり本当に農業にやる気を持って取り組ん

でいる人たちの思いというものもぜひですね、執行部といたしまして大事にしてい

ただきたい。そういう人たちを生かしていくことによって、私はまた農業が復活し

てくる大きな意味合いも持っているんではなかろうかなというふうに思っておりま

す。 

私は、本日は第一次産業であります農業振興について質問させていただきました

けれども、町長の提案、町長の答弁、あるいは私の提案もですね少し加味していた

だきながら、２２年度の予算の中で少しでも生かしていただくというようなことで

ですね、本当に早くにやはり将来を見すえた本町のやはり農業のビジョンづくりで

すね。本当に国・県の施策というものを踏襲したものばかりじゃなくて、本町の独

自性・環境、やはり風土、そういうものを考えた中でのやはりビジョンというもの

を早くに打ち立てていただいてですね、町独自の農業振興策というものも考えてい

ただきたいというふうに思っております。 

来年度の予算の中に、また期待をしながら拝見させていただくことをご期待申し

上げまして、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（三森義高君） ３番 田上更生君の質問を終わります。 

お諮りします。しばらく休憩したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） しばらく休憩します。１時から始めたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１２時１５分 

再開 午後 １時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

５番 甲斐廣國君 

○５番（甲斐廣國君） ５番、甲斐です。 

私は大型養鶏場進出について今後の進め方なり当面の問題に対する、いろいろな

問題が出ておりますけれども、その解決策ということで町長及び関係課長に質問を

したいと思います。ちょっと昼食を取りまして時間もゆっくりあるということでご

ざいますので、「しっかりやれ」と言われる議員さんがたくさんでございますが、

なるべくですね簡潔にやりたいと思います。 

まずはですね、基本的なことから質問をさせていただきます。さっき、３番議員

さんも質問された養鶏問題、これも多少重複する部分もありますけれども、ご了承

いただいてわかりやすく答弁のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

今年もあますところ２週間になってしまいました。国にとりましても地方にとり

ましても、今年１年たいへん激動の年であったのではないかと、私自身もそう思っ

ております。大きな政権交代といううねりが今も引き続いております。日本の将来

や地方はどうなっていくのか、先が見えない状況が続いておる中でございますが、

特に政府の行政刷新会議ですかね、その中での事業仕分け、いろいろな事業がこと

も簡単にずばずばと中止や廃止がなされようとしております。そういった中で、新

しい新規事業に対する不安と、私も多少募っておるところでございますが、ここに

ですね、やっと本町で大型養鶏場進出が船出を切ったばかりでございます。 

町長さんにお聞きしますけれども、このことについて、もし何か、これはもうい

ろいろな融資を受けなければ実現しないという話を聞いております。もしですね、

新たな情報がありましたらですね、お聞かせをいただきたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） ５番議員さんのご質問にお答えを申し上げます。 

今、大型養鶏場の現状について、また今後の進め方についてであるのかなと、そ
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のように思っております。５番議員さんがご存じのように、今年の６月の中頃から、

この大型養鶏場の話が具体化されたところでございます。具体化をする前に皆さん

方にご相談する前に、一、二週間前に私も高森町に本社等をおきたいというような

ご希望がございました。そういう中で、一番先に私が考えましたのが、まず、この

疲弊した地域の振興策としてはどんなもんだろうかと、そのようなことを考えたと

ころでございます。私自身も、前回も刑務所問題、大学校問題といろんなものを先

頭に立ってまいりましたけども、なかなか、それに地域の方々のまだ、私の説明不

足ということで地域の方々のご納得をいただけなく頓挫をいたしているところでご

ざいます。 

今回は、この厳しい中にそういう大型養鶏場、一大養鶏場の産地としてしたらど

うだろうかというお話がございました。そういうお話を聞きながら、そしてまた地

域的にも私が言うまでもなく、町民の方々の７割は色見・高森地域は土地の全体的

な３割ございます。その３割の中に住民の方々は７割住んでございます。野尻・草

部は土地は７割ございまして、住民の３割が住んでいるというのが、町の今、分布

の状況でございます。そういう中で、いかにこのあとの３分の２の土地、町の面積

でございますが、そういう中で活性化をするためにどのようなものが必要なかなと

いうことになりますと、その１カ所だけで、その１つの工作物をつくったというこ

とだけで地域の活性化ができるというものじゃございませんで、今回は大型養鶏場

といいますのは、私が説明するまでもなく、大体１カ所あたり５キロ近く離れてお

った方がベターなやり方と、最高の施設でございますというようなお話をお聞きし

ております。５キロずつ離れてそういう、約５町から７町あまりの工場、工作物が

でき、そしてまたそこで雇用の場が生まれるということでございます。 

それと、その真ん中に置きたかったのは、私も説明を今しておりますが、本社を

置くと、そして必ず工場を造っていただくということを条件といたしました。いろ

んな、皆さんもお聞きした中で、工場はきっと他の地域にあるんじゃなかろうかと

か、そういう噂はまだまだ飛び交っておりますけれども、私もこの工場に対しまし

てもいろんな、私もペテンに遭わないように、自分なりの納得ができる方策をとい

うことで確認をしながら、そして相手の方々、相手がおるわけですから、相手の方

々の満足ができるような方策はということで、今回は今進めているところでござい

ます。 

先日、１１月９日に、皆さんのご協力を得て起工式を行いました。もう、整地も

終わり、下の基礎コンクリといいますが、全体的なもののコンクリ打ち作業が徐々
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に始まるんじゃなかろうかなと、そのように思っておりますことと、もう一つは採

卵所、卵を採るところを決定をしたということでございます。その決定するに至り

ましては、本当に議員さんのご尽力によりまして、朝夕伴っていただきましてです

ねその決定を見たということでございます。当初の計画どおりに今のところは進ん

でいるのが現状でございます。詳細にわたりましてはですね、課長の方が私よりも

詳しゅうございますから、お聞きしていただきたいと思います。これもニワトリが

決して出たとは思いませんけれども、今の現状から申しますなら、これはやはりト

ップセールスをするのが私の役目と、そして、今言いましたように、採卵所も建設

をし、そして一つのモデル事業として地域の方々にまずは造ったのを見ていただい

て、納得ができるかどうかで、また今後の進めればいいんじゃないかなと、そのよ

うに思っております。食品工場につきましては、大体計画といたしましては平成２

３年度の末に、平成２３年度大体１２月末ごろということで工場を稼働ができるよ

うなお話を聞いております。そこが約４００名から４５０名ぐらいの雇用の場と、

そのようになっております。そういうことを受けますと、今の地域的に高齢化の進

み具合は４０数パーセントございまして、その中で、また今は雇用対策の一環で、

子どもさん方、また私どもの年代でおります団塊的な方々が今ちょうど退職に入ら

れたという時期でもございまして、そしてまた、そういう方々にＵターンというよ

りも、じいちゃんばあちゃん、親たちが生活をなされている所に戻ってきていただ

いて、そして一緒に福祉関係、施設に世話にならず、最後まで自分方で安心して生

活を営み、そして暮らしたいという希望が最もでございますから、そのためにもそ

ういう施設をですね雇用の場、金銭的なことを申しますと失礼でございますけども、

何らかの形でそれ相当な金額がもらえればですね十分地域として成り立つし、また

家庭として成り立つものだと、そのようなことを思いつつ、今回は今進めていると

ころでございます。 

もう、いろんなお話も飛び交っておりますけども、決してそういうことじゃなく

てですね、一個人がどうのこうのじゃなくて、そういうことがないように十分配慮

しながら、そしてこの土地のことに関しましては一緒にですね、行政も一緒にかた

って進めてまいりたいと、そのように思ってまいります。地域的な土地の感覚で不

公平がないように精いっぱい努力してまいりたいと、そのように思っております。

議員さんのご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。 

○産業観光課長（後藤正三君） ユニティファーム熊本株式会社さんの、まずは現状か
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らお話をさせていただきます。モデル事業としましてＰＳ１農場、ブロイラーの養

鶏場ですけど、現在ほぼ整地作業中が終わりまして、町長が申しましたように、今

から基礎作業に入っていく段階に来ております。だいたい完成を２月ぐらいにはさ

せたいということでございます。それからＰＳ１農場、卵を採る農場ですけども、

これにつきましては現在、農業委員会の方の一応、町の農業委員会の審査が終わり

まして、県の方に提出段階になっておりますけど、一部図面等の書類の関係で現在、

県の方に提出中ということで、それにつきましては県関係のすべての法的基準をク

リアした時点からの着工ということになっております。現状では、その二つが稼働

ということでございます。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） 自席から質問させていただきます。大体町長が前の議会でした

か、後藤議員の質問にお答えされたとおり、全然変わっていないということでござ

います。少し安心をしたところでございます。 

とにかく、こういった新しい大きな事業が入ってきますと、往々にしてですね現

地に住んでいる人たちとは全く関係ない、地方の実情等もお構いなしにですね、今、

自然保護団体とか環境を守らにゃいかんとかいうそういう団体が立ちあがって、既

成事実を持ち出しながら反対運動が展開されるというのが、大体もう全国至る所で

そういうことが起きております。その典型的な例が、やっぱり熊本の川辺川ダムと

か八ツ場ダムがそのような典型的な例ではないかというふうに思っております。地

方等はですね苦労に苦労を重ねて、やっとのこと合意をして完成を待っておるとこ

ろに、今度は新しい政権ではですね国民の総意だというようなことで八ツ場ダムも

川辺川ダムも中止を宣言されております。本当にこれでいいのかと、私たちは遠い

所からでございますけれども、見ておるところでございます。 

本来この事業、１５０億ということで、これはもう桁違いに大きい事業でござい

まして、私どももそういった団体がですねいろいろな運動を展開してくるのではな

いかというような心配もしておるところでございます。ともあれ、そういうことが

あったにしろ、町長さんの決意、そういう決意を伺った中で揺るぎない前進をされ

るということでございますので、安心をいたしたところでございます。３番議員さ

んがおっしゃられたように山東部、広大な土地を持っております。本来ならば他力

に頼らずに町民がのびのびと生活ができる、そういうことができるならばですね何

も企業誘致をする必要もないわけです。一大高冷地野菜の産地で、一時はですね華
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々しく好景気に沸いた時期がありました。しかし、今年も同様でございますけれど

も、キャベツ・白菜・ダイコン、本当に秋口はただ同然、至る所に全く収穫をして

いないすばらしいキャベツ畑がいっぱい点在をしておる。それと、頼りにしており

ました山林、杉の木、６０年も経って１本１００円がたにもならん。こういう状況

でですねおそらく自力更正は、農家が自力更正は難しい。そしてまた、今、高齢化

率がいろいろ言われましたけれども、農村の全国的な平均ですよ、高齢化率６５％

ですよ、おそらく山東部の高齢化率はそれ以上、７０％以上になるだろうというふ

うに私は思っております。もはや、私も、できればです、本当に農業で再生したい、

そう思っておりましたけれども、もはや今のような農業を続けるならば、みんな共

倒れになる。そういう気がいたしております。 

そこで、笑い話にもなるかもしれませんけれども、イノシシ・鹿・サル、もう耕

作放棄地にどうしようもない、私もたくさん鹿の肉やらイノシシの肉もらいました

けど、もう食べる者もおらんと。そういう状況でございますので、これは養鶏場が

いかんなら、今、国で問題になっております普天間基地でもここに誘致すれば、戦

闘機の爆音でひったまがってサルもイノシシも鹿もおらんごとなるかもしれません

けれども、それは夢でしょう。そういうことで、これはもう議員の皆さん方も一緒

になってこのことがなんとか実現に向かって今、前進しておるのが現状だというふ

うに私は思っております。 

それで、やっぱり町長さんが言われたように、今、モデル農場はできあがりつつ

あります。あとはですねやっぱりメインになる工場、これを早くやっぱり決めても

らわんと、私たちの耳にも、蘇陽に行ったんじゃないか、下益城に行ったとか、あ

っちさん、大体高森で反対運動が起きれば行く、９９％行くぞというような話まで

耳にどんどん入ってきております。製品工場の今後の進み方、今の動き、そういう

ものがどうなっているのかですね、お聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（三森義高君） 町長 藤本正一君。 

○町長（藤本正一君） ５番議員さんのご質問にお答えを申し上げます。今お話があり

ましたように、本社機能は町部の所に移転をし、本社を登録をしてございます。一

番、今５番議員さんがおっしゃいましたように、この食品工場というのが事業全体

の根幹をなすものと私も位置付けをいたしております。 

この食品工場ができないならですね、例え本社を置いてもですね何の意味も、た

だ法人税としては何らかの形でいくらかは魅力あるかもしれませんけど、やはり雇

用の場を確保することが大きな今回は目的でございますから、この食品工場を造る
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ということが一番大事なポイントであろうかと、そのように思っております。そう

いう中で今、話を進めておりますのは、皆さん方にご相談を即申し上げなければな

らないと思っておりますけれども、ぜひ私どもも誘致、一つの進出企業といたしま

してもですねやはり阿蘇・高森の一つのブランド化として販売ができるような、そ

のような場所にですね食品工場は選定をするべきじゃなかろうかなと、そのように

思っております。今、５番議員さんが冗談めいてですね普天間基地でもと、自衛隊

でも誘致したらいかがかというお話がございましたが、私も本来言うなら自衛隊で

も飛行場でも来ていただいて、ヘリコプターでも来ていただいてですね、西側から

飛んできていただいて東側に出てもらえば、飛び立つ音がやかましゅうございます

から、宮崎県いて聞こえますけんですね、熊本なら静かに飛び立って向こうの方で

大きな爆音が聞こえたらいいかなと、そのようなことも考えますけども、そういう

失礼なことはできませんから、今回はそういうすばらしい地域的な場所選定も必要

であるかなと、そのように思っております。 

今、ご心配いただきましたように、先ほど申しましたが、いろんなお話がされて

おります。しかしながら、これはあくまでも約束事、ただ約束だけじゃなく、もう

一つ念書というのをですねつくってございます。今回はその念書もですね、失礼で

すけども社長さんとは覚書は確かにありますが、もしも、株式会社ですから社長交

代というのはちょいちょいございます。そのときですね前社長がしなはったことは

わかりませんでは、私もペテンにかかったような気がいたしますから、そういうこ

とはないようにですねもう一つ交替ができないような人を、今回は念書をつくって

いただいて約束いたしております。それに向かって、もちろんそれに向かって進め

ていく上には協力もですね惜しまないと。そして、またいろんな諸問題、またいろ

んな反対もあると、何事もそうですが、一つのものを達成するためには万全を１０

０％いいということはございませんで、やはり何らかの形の反対とかそういうもの

はあるのは承知をいたしております。しかしながら、今回はですね議員さんの方も

視察も行ってございますし、またこの前も起工式場所等も選定にも見ていただいて

おりますから、このユニティファームの養鶏場につきましては、何回も申しますよ

うに先頭になって進めてまいると、決して途中で止めることはないと、そのように

今回は思って決めております。私一人でできることじゃありませんで、どうしても

やっぱり地域の方が来て、町民全体の皆さん方のご協力あってこその完成だろうと、

そのように思っておりますのでご協力いただきますように、重ねてお願いを申し上

げます。 
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○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） そこでやっぱり大きな事業、何年もかかる事業でございますの

で、３番議員さんも言われましたようにですね何らかの委員会を立ち上げて、問題

ができたときは全員でしてもそれは１０人ですからかまいませんけれども、そうい

うこともですね、やっぱり視野においてやってほしいなというふうに思っておりま

す。 

それで、担当課長に聞きますけれども、製品工場、これは大量の水を使用される

ということでございます。その排水ですね、どこに流すか、これが一番の関心だと

思います。これからが正念場になると思いますけれども、これは宮崎かどこか知り

ませんけれども、行って成分測定をされたとか、されんとかいう話も聞いておりま

すけれども。この結果がですね、もしあったら、公表されるものであるならばなん

でございますけれども、お願いをいたします。 

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。 

○産業観光課長（後藤正三君） 今の成分結果ですけれども、これについては、今回は、

今度のユニティファームさんのものについてはこれからですので、成分公表できま

せんけれども、基本的にはホワイトファームさんに準じた作り方ということで、ホ

ワイトファームさんの基準値についてはここに、これは宮崎県ですね、はクリアし

ているということですので問題はございません。それからこの間視察されました日

向市の方ですけども、日向市の方の役所の方にも環境担当部署がありますのでお聞

きしましたところ、基本的には優良企業でホワイトファームさんについては全く問

題ないと。ホワイトファームさんは役所の方に、年２回水質検査した分析表を提出

するようになっているそうでございます。それについては、全く問題ないというこ

とです。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） そういうことであればですね、やっぱりおそらく使用済みの浄

化した水ですけれども、これをどこに、工場用地が決まらんとどっちに流れるか、

これもわかりませんけれどもですね。まずはやっぱり、さっき言いわれたように工

場用地が早く決まること、そしてやっぱり住民から、全体じゃありませんけれども、

一部の住民からいろいろ不安視されておる排水の問題、こういうものをですね早く

データを取り寄せて、そして安心ですよと言われるやっぱり形作りがまず大事じゃ

ないかと思いますので、やってほしいなというふうに思っております。 
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それと同時に、１,５００トンか２,０００トンか知りません、それはそういう話

でございますが、この水をですねせっかく地下から汲み上げて、ニワトリを洗った

だけで川に流す、それもきれいに浄化された水でありますので、流すだけで全くも

ったいないと思います。これをやっぱり生かした新しい農業の政策、そういうもの

が、農業に限らずですね水を利用した何かの産業ができないのかと思っておるとこ

ろでございますが、いろいろな角度からですね、私はこれを再利用できる方法をで

すね、やっぱり会社と一緒になって早く住民に説明できるような形が出来上がらん

と工場用地造って、またいろいろなところから反対運動が出てくる恐れもあると思

います。そういう構想をですね早く練り上げてほしいなと、そう思うわけでござい

ますが、考え方、課長よろしくお願いします。 

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。 

○産業観光課長（後藤正三君） 一番今度の問題はやっぱり環境問題だと思います。そ

の環境問題も先ほど出ましたように排水というと工業用水ですね、この問題という

ことで、まだ具体的な協議会みたいなのを立ち上げてお互い話してあるわけではあ

りませんけども、相互にそういうことはやろうということで、私の方では農業用水

として使えないかということで、県の普及課の方にも問い合わせをしております。

ただ、今言いましたように、データを細かく分析というのは今からでございます。

農業用水としておおざっぱに言いますと、浄化槽を通ってきた水は基本的に農業用

水としてつかえると。これはデータ的なものじゃありませんけど、基本的には全く

そうですということで、農業センター等に今度は詳しいデータを調べてほしいとい

うことで今、普及課の方には口頭で依頼はしております。 

それからユニティファームさんの方では必ずどうしても造らなくちゃいけません

のが、水が出ますのを勤務時間の８時間で流してしまいますとかなり量が多いとい

うことで、これを２４時間でまず流す計画をされております。ということは当然調

整池がいります。そういう調整池を上手く利用してそれから農業用水に使うことは

できないだろうかと。それともう一つは、その排水を浄化槽から出たから、ぼんと

流すんじゃなくて、そこでなにか溜めて、また、もう一度さらに浄化して流してい

くということと、逆にいうと大量の水を使いますので、それをそのまま使った水を

どんと流すと企業としては非常にもったいないと。電気とかかなりいりますので。

そのいちは企業としても再利用したいということで考えているそうでございます。 

一つは、何をやったらいいかとか、水分とか非常に専門的な話で難しいんですけ

れども、ユニティファームさんとしても農業関係の大学の方の教授さんと話をして、
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機械的な浄化ばかりじゃなくて、例えばそこにある食物を植えることによって水草

等で浄化する部分もあるそうでございます。そういうことをやることによってさら

に浄化ができないかというのを今、ちょっと専門のそういう教授の方ともご相談さ

れております。先ほど出ましたように、工場用地がどこに決まるかで水系がですね

大きく分けて大野川に行くのか、五ヶ瀬川に行くのか、白川に行くのか、白川の場

合、ほとんど白川まで行き着くことはないと思いますけれども、場所が微妙に変わ

るだけで大野川か五ヶ瀬川かということで非常に難しゅうございます。ですけれど

も、いずれにしても下流域がありますので、そこは今考えられる最大限の浄化です

ね、前からいっていますように法をクリアするのは当然な話ですので、それからさ

らにということで今、企業さんと私たちで具体策は出ませんけれども、今後食品工

場の誘致の話が今から出てきますと、早急にその問題を、実現する、しないは別と

しても、今考えられる最大のことをやっていきましょうということで今、話は進め

ております。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） ありがとうございます。なるべく早くですね、そういうものを

やっぱりデータ的にもまた実現できるような構想をですね打ち出していただきたい。

そうすることによって不安をしておる人たちが安心できる。会社はですねいろいろ

反対運動が起きると我が土地か誰の土地か知りませんけど、そういう話までいろい

ろ聞くわけですよね。しょっちゅう日常茶飯事にいろいろな情報が入ってきますの

で、できるだけ早くそういうものをつくりあげてほしいなと思っています。 

最後にですね多少私的なことになりますけれども。この事業誘致にあたりまして、

私自身誠心誠意全面協力をしてきたつもりでもございます。が、最近ですねとんで

もない話を、親戚からまで聞きまして、もうびっくり仰天しておるところでござい

ます。その根拠がですね、どこなのか確認をしたいと思いまして、今日は質問させ

ていただきますけれども。 

これはですね、やっぱり内密にいろいろとやってもちっとも効果がない、「そう

じゃったな、あれが言うとはあれは嘘ばい」と、こう言われると思いますので、や

っぱりはっきりしたですねお答えをいただきたいというふうに思っております。そ

れもですね、私いろいろ聞いてみますと、どうも農業委員会から出たという話でご

ざいます。土地取引について、私は誠心誠意この事業が山東部で本当に成功するな

らば全面的に協力しますよという気持ちで、安易な気持ちでですね、簡単な気持ち
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で「よございますよ」と言ったところが、そういう話が出てきたということで、

「いや、オレはそういう、全くそんな覚えは身にもないぞ」と、その親戚には言い

ましたが、もっぱら噂ばいという話でございますが。 

この話がですね本当なのか、嘘なのか、課長からお聞きをしたいと思います。 

○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。 

○産業観光課長（後藤正三君） はい。お答えします。一つ、非常にちょっと答えづら

いところがあるんですけれども。と言いますのは、私たち当然守秘義務がございま

す。これは今言いましたように農業委員さんも守秘義務がございます。ですので、

そこの内容をこの場で詳細に話していいのか、ちょっと非常に難しいんですけれど

も、あくまでもこれは農業委員会に掛ける要件でございます。 

今度ＰＳ１農場につきましてが農地ですので、うちの方の農業委員会に５条申請

といいまして、養鶏場を建てますので目的が変わりますので５条申請をしておりま

す。当然それは農業委員会に関わるわけなんですけれども、その中で当然そのため

には資金計画いろいろと出してもらわなければなりません。当然その中に資金計画

とかも入っております。その資料につきましては、当然農業委員さんとすれば当然

内容をチェックして審議しますわけですので、内容をチェックしてもらうために書

類を、個人情報についてはほとんど資料として個人配付しませんので、その資料を

回覧で見ていただくというのが通常です。その中で、金額をたぶんどうだこうだと、

その中に用地費いくら、何いくら、建設費いくら、そういう話が、そういう資金計

画、じゃあその資金をどこから持ってくるという計画案が出ております。その中の

用地費がいくらかあったということに対して、高いんじゃないかという話のことだ

ろうと思います。 

この資金計画につきましては、農業委員会に係りますのは農地だけです、農地だ

けなんです。資金計画といいますのは全事業に対する資金計画ですので、例えばそ

の中に山林が何ヘクタール入って農地が何ヘクタールとした場合に、農業委員会で

はこの農地分しか係りませんので、単純にそこだけを見ていただくと用地が高いん

じゃないかという話でございます。その資金計画はちょっと農業委員会の話ですの

で数字は細かくはご遠慮したいと思いますけれども、その資金計画については山林

まで入った全事業の計画の金額でございます。それをたぶん勘違いされて、農地に

してはものすごい坪単価というか平米単価といいますか、反あたりの金額が高いん

じゃないかということで、たぶん誤解されて、その話が出たのかなと思います。事

業全体、今言いましたように、山林も全部含まった中の金額ですので、ユニティフ
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ァームさんが考えられております基本の金額がございます。ユニティファームさん

にお伝えして確認したんですけども、基本の金額から、例えば木が大きければプラ

スどしことか、畑だったら耕作してあればプラスアルファとか、なかったり条件の

非常に悪いところだったらマイナスいくらとか、そういう形で基本的には交渉をさ

れています。 

この用地につきましては、私たちも一番最初に、用地交渉に入る前に基本的には

ユニティファームさん基本の金額は決めてくださいと。この金額がやたらに動いて

いくと、協力するといってもなかなか印鑑を押さっさんですよという話で、その認

識は十分されています。ですので、今言いましたように、土地の状況によって微妙

な変化がありますけども、ユニティファームさんにしたらそれらのついては一切そ

ういうことはないと、何倍も何十倍もの値段でここだけ特別買うということは基本

的にないということですし、ユニティファームさん自体も用地にそんなに掛けた場

合には事業自体が成り立ちませんので、それは一切ないということは確認をしてお

ります。 

以上でございます。 

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） 今、わかったような、わからんような話でございますけれども、

やっぱり農業委員会は農地についてしか審議しないわけでございますので、やっぱ

り大きな勘違いをされておるというふうに私も思っております。それでですね、や

っぱり公的な場で農業委員会は今度２２日にあるとかいう話でございますけれども、

しっかりとしたですね釈明をしていただかんと、これから進めていく、まだ用地交

渉いっぱいせなん、あのような話がですねいっぱい出てくるとたいへんなことにな

るんですよ。 

それと同時に、私は一般人であればなんもありません、「あん議員な嘘ばかり言

う」ち「ひとりでいいとしばとるばい」とか、こういう話までしておると本当、大

体気持ちは大きい方と思っておりましたけれども、最近ですね「なんや」いうこと

に気がちょっと動転したところでございますので、これは単なる簿価、帳簿上ので

すね融資を受けるための簿価であったということであるならば、はっきりしたです

ね、やっぱり訂正をしてやってもらわんと私は困ると思っておりますので、そこ辺

はですねしっかり、議員さんは全員聞いておられますけれども、間違いのないよう

に今後進める中でやってほしいなというふうに思いますので、もう一度課長の答弁

をお願いします。 
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○議長（三森義高君） 産業観光課長 後藤正三君。 

○産業観光課長（後藤正三君） 来週農業委員会あります。この中でですね今、会長に

もご相談申し上げており、もう一回公務員とか準公務員の守秘義務ですね、これに

ついてもう一回しっかり確認はしたいと思いますし、今言いました事業全体で出さ

れた場合と、部分的に出されている場合と、そこら辺私たちもちょっと説明不足の

ところがあったのかなとも深く反省をしております。その部分について、その申請

につきましては再度具体的に説明を、その農業委員会の時に申し上げたいと思いま

す。 

それから、先ほども町長が言いましたように、私たちでできるものじゃありませ

ん。議員さんの皆さん、住民の皆さんも協力がないとできませんので、今後ともど

うぞよろしくお願いいたします。 

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君。 

○５番（甲斐廣國君） どうもありがとうございました。これは内容をするにしても人

間でございますので時たま間違いがあることは、これはもう必然でありますので、

私はこれ以上責めるつもりはございません。 

いろいろと質問をいたしましたが、現在私のところにも多数の方が「いつ完成す

るか」と、「うちは使うてもらえんどか」というような問い合わせがたくさん出て

おります。また、福祉関係でアンケートを採った中でですね、やっぱり町民の一部

の方でございますけれども、７０％以上の方が、何とか雇用の場所を、働く場所を、

今、町はつくってほしいと、そういう要望が上がってきておるのも事実であります。

まだまだ、この事業、今始まったばかりでございます。これから先も多くの多難な

課題も出てくると思います。どうぞ、担当課長、苦労も多いと思いますけれども、

１日も早くですね立派に完成して、町民が、「ああよかったぞ」と、「あれができて

本当によかったぞ」と言われるように、私たちも待ちわびておりますけれども、そ

ういう形が出来上がりますようにと期待を申し上げて私の質問を終わりたいと思い

ます。 

ありがとうございました。 

○議長（三森義高君） ５番 甲斐廣國君の質問を終わります。 

 これで一般質問は終了しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 
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 お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時００分 
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平成２１年第４回高森町議会定例会（第３号） 

 

平成２１年１２月１８日 

午前１０時００分開議 

於    議   場 

１．議事日程 

 開議宣告 

 日程第１ 議案第６５号 物品売買契約の締結について 

 日程第２ 意見案第２号 改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書について 

 日程第３ 付託案件の委員長報告並びに採決について 

 日程第４ 特別委員長報告について 

 日程第５ 委員会の閉会中の継続調査申出書について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

１ 番  立 山 広 滋 君        ２ 番  森 田   勝 君 

３ 番  田 上 更 生 君        ４ 番  甲 斐 直 三 君 

５ 番  甲 斐 廣 國 君        ６ 番  後 藤 和 昭 君 

７ 番  甲 斐 正 一 君        ８ 番  相 馬 俊 行 君 

９ 番  三 森 義 高 君       １０ 番  後 藤 英 範 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１８名） 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 お諮りします。お手元に配付してあります日程にしたがって議事を進めたいと思

います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。それでは、日程にしたがって議事を進め

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 議案第６５号 物品売買契約の締結について 

○議長（三森義高君） 日程第１、議案第６５号、物品売買契約の締結についてを議題

とします。本案について、提案理由の説明を求めます。教育委員会事務局長 佐伯

実範君。 

○教育委員会事務局長（佐伯実範君） おはようございます。まず、はじめにお詫び

を申し上げたいと思います。本日、この案件につきましては、入札事務等の遅れに

よりまして、本日の追加議案となりましたことをまずもってお詫びを申し上げたい

と思います。以後、このようなことがないように注意をしていきたいというふうに

思います。 

それでは、議案の説明を申し上げます。 

議案第６５号、物品売買契約の締結について、提案理由の説明を申し上げます。

学校情報通信技術環境整備事業、学校ＩＣＴ環境整備デジタルテレビ４０台の備品

購入に伴い、下記業者、高森町大字高森１２７９番地 松崎電気商会 代表松崎優

氏と、契約金額７３９万１,２６５円の売買契約を締結するため、地方自治法第９

６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

どうか、ご審議をいただきましてご決定賜りますようお願いを申し上げまして、

提案理由の説明といたします。 

○議長（三森義高君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６５号、物品売買契約の締結についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案については、原案のとおり決定したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６５号、物品売買契

約の締結については原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 意見案第２号 改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書について 

○議長（三森義高君） 日程第２、意見案第２号、改正貸金業法の早期完全施行等を求

める意見書についてを議題とします。本案について、趣旨説明を求めます。提出者

を代表いたしまして、２番 森田勝君。 

○２番（森田 勝君） おはようございます。２番、森田です。提出者を代表いたし

まして、改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書について、趣旨説明を行い

ます。 

経済・生活苦での自殺者が年間７,０００人に達し、自己破産者も１８万人を超

え、多重債務者が２００万人を超えるなどの深刻な多重債務問題を解決するため、

２００６年１２月に改正貸金業法が成立し、出資法の上限金利の引き下げ、収入の

３分の１を超える過剰貸付契約の禁止などを含む同法が完全実施される予定であり

ます。 

改正貸金業法成立後、政府は多重債務者対策本部を設置し、同本部は①多重債務

相談窓口の拡充、②セーフティネット貸付の充実、③ヤミ金融の撲滅、④金融経済

教育を柱とする多重債務問題改善プログラムを策定しました。そして、官民が連携

して多重債務対策に取り組んできた結果、多重債務者が大幅に減少し、２００８年

の自己破産者数も１３万人を切るなど多重債務対策は確実に成果を挙げつつありま

す。 

しかしながら改正貸金業法の完全施行の先延ばし金利規制の貸金業者に対する規

制の緩和は、再び自殺者や自己破産者、多重債務者の急増を招きかねず、許される

べきではありません。いま、多重債務者のために必要とされる施策は、相談体制の

拡充、セーフティネット貸付の充実及びヤミ金融の撲滅などであります。 
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このようなことから、 

１ 改正貸金業法を早期に完全施行すること。 

２ 自治体での多重債務相談体制の整備のための相談員の人件費を含む予算を十

分確保するなど相談窓口の拡充を支援すること。 

３ 個人及び中小業者向けのセーフティネット貸付をさらに充実させること。 

４ ヤミ金融を徹底的に摘発すること。 

以上の施策を国に強く要望し、趣旨説明といたします。 

○議長（三森義高君） 趣旨説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑

はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。本意見案については、原案のとおり採択したいと思います。ご異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、意見案第２号、改正貸金業

法の早期完全施行等を求める意見書については原案のとおり採択することに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 付託案件の委員長報告並びに採決について 

○議長（三森義高君） 日程第３、付託案件の委員長報告並びに採決を議題とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第５５号 町道の路線の廃止について 

○議長（三森義高君） 議案第５５号、町道の路線の廃止については、建設経済常任委

員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。建設経済常任委員長 

田上更生君。 

○建設経済常任委員長（田上更生君） おはようございます。３番、田上です。 

 建設経済常任委員会に付託されました議案第５５号、町道の路線の廃止につきま

しては、１２月１６日午前１０時から第３、４委員会室において、建設課より瀬井

課長、甲斐課長補佐及び色見土木係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審
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議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしました。 

以上、報告を終わります。 

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５５号、町道の路

線の廃止については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第５６号 町道の路線の認定について 

○議長（三森義高君） 議案第５６号、町道の路線の認定については、建設経済常任委

員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。建設経済常任委員長 

田上更生君。 

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番、田上です。 

 建設経済常任委員会に付託されました議案第５６号、町道の路線の認定につきま

しては、１２月１６日午前１０時から第３、４委員会室において、建設課より瀬井

課長、甲斐課長補佐及び色見土木係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審

議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしました。 

以上、報告を終わります。 

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 
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 お諮りします。本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５６号、町道の路

線の認定については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第５７号 町道の路線の認定について 

○議長（三森義高君） 議案第５７号、町道の路線の認定については、建設経済常任委

員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。建設経済常任委員長 

田上更生君。 

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番、田上です。 

 建設経済常任委員会に付託されました議案第５７号、町道の路線の認定につきま

しては、１２月１６日午前１０時から第３、４委員会室において、建設課より瀬井

課長、甲斐課長補佐及び色見土木係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審

議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしました。 

以上、報告を終わります。 

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５７号、町道の路

線の認定については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第５８号 町道の路線の認定について 

○議長（三森義高君） 議案第５８号、町道の路線の認定については、建設経済常任委

員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。建設経済常任委員長 
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田上更生君。 

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番、田上です。 

 建設経済常任委員会に付託されました議案第５８号、町道の路線の認定につきま

しては、１２月１６日午前１０時から第３、４委員会室において、建設課より瀬井

課長、甲斐課長補佐及び色見土木係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審

議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしました。 

以上、報告を終わります。 

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５８号、町道の路

線の認定については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第５９号 高森町火入れに関する条例の一部改正について 

○議長（三森義高君） 議案第５９号、高森町火入れに関する条例の一部改正について

は、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。建

設経済常任委員長 田上更生君。 

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番、田上です。 

 建設経済常任委員会に付託されました議案第５９号、高森町火入れに関する条例

の一部改正につきましては、１２月１６日午前１１時１５分から第３、４委員会室

において、産業観光課より後藤課長、杉田課長補佐及び佐藤農林振興係長に出席を

求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とする

ことに決定をいたしました。 

以上、報告を終わります。 

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。
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質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５９号、高森町火

入れに関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第６０号 平成２１年度高森町一般会計補正予算について 

○議長（三森義高君） 議案第６０号、平成２１年度高森町一般会計補正予算について

は、各常任委員会に付託してありましたので、各委員長の報告を求めます。総務常

任委員長 甲斐直三君。 

○総務常任委員長（甲斐直三君） おはようございます。４番、甲斐です。 

 総務常任委員会に付託されました議案第６０号、平成２１年度高森町一般会計補

正予算につきましては、１２月１４日午前１０時から第３、４委員会室におきまし

て、税務課より村上課長、甲斐課長補佐及び各係長に出席を求めまして、同じく午

前１０時５０分から、総務課より色見課長、甲斐課長補佐及び各係長に出席を求め

まして、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とす

ることに決定をいたしました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（三森義高君） 文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。 

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番、甲斐です。 

 文教厚生常任委員会に付託されました議案第６０号、平成２１年度高森町一般会

計補正予算につきましは、１２月１５日午前１０時から、第３、４委員会室におい

て、教育委員会より渡邉教育長、佐伯事務局長及び各係に出席を求め、また同じく

午前１０時４０分から、住民福祉課より後藤課長、長尾課長補佐、廣木課長補佐及

び各係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員

異議なく可とすることに決定をいたしました。 



 

－94－

 報告、終わります。 

○議長（三森義高君） 建設経済常任委員長 田上更生君。 

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番、田上です。 

 建設経済常任委員会に付託されました議案第６０号、平成２１年度高森町一般会

計補正予算につきましては、１２月１６日午前１０時から、第３、４委員会室にお

いて、建設課より瀬井課長、甲斐課長補佐及び各係長に出席を求め、また同じく午

前１１時１５分から、産業観光課より後藤課長、杉田課長補佐及び各係長に出席を

求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とする

ことに決定をいたしました。 

 以上、報告終わります。 

○議長（三森義高君） 各常任委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。本案については、各委員長の報告のとおり決定したいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６０号、平成２１

年度高森町一般会計補正予算については、各委員長の報告のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第６１号 平成２１年度高森町国民健康保険特別会計補正予算について 

○議長（三森義高君） 議案第６１号、平成２１年度高森町国民健康保険特別会計補正

予算については、文教厚生常任委員会に付託してありましたので委員長の報告を求

めます。文教厚生常任委員長 甲斐廣國君。 

○文教厚生常任委員長（甲斐廣國君） ５番、甲斐です。 

 文教厚生常任委員会に付託されました議案第６１号、平成２１年度高森町国民健

康保険特別会計補正予算につきましては、１２月１５日午前１０時４０分から第３、

４委員会室において、住民福祉課より後藤課長、長尾課長補佐、廣木課長補佐及び

佐藤国民健康保険係長に出席を求め、詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました
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結果、全委員異議なく可とすることに決定をいたしました。 

 報告、終わります。 

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６１号、平成２１

年度高森町国民健康保険特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可決

されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第６２号 平成２１年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算について 

○議長（三森義高君） 議案第６２号、平成２１年度高森町簡易水道事業特別会計補正

予算については、建設経済常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を

求めます。建設経済常任委員長 田上更生君。 

○建設経済常任委員長（田上更生君） ３番、田上です。 

 建設経済委員会に付託されました議案第６２号、平成２１年度高森町簡易水道事

業特別会計補正予算につきましては、１２月１６日午前１０時から第３、４委員会

室において、建設課より瀬井課長、甲斐課長補佐及び野尻水道係長に出席を求め、

詳細に説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに

決定をいたしました。 

 以上、報告終わります。 

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６２号、平成２１

年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算については、委員長の報告のとおり可決

されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

議案第６３号 辺地に係る公共的施設の整備計画について 

○議長（三森義高君） 議案第６３号、辺地に係る公共的施設の整備計画については、

総務常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求めます。総務常任委

員長 甲斐直三君。 

○総務常任委員長（甲斐直三君） ４番、甲斐です。 

 総務常任委員会に付託されました議案第６３号、辺地に係る公共的施設の整備計

画につきましては、１２月１４日午前１０時５０分から第３、４委員会室におきま

して、総務課より色見課長、甲斐課長補佐及び古庄企画係長に出席を求め、詳細に

説明を受け、慎重に審議いたしました結果、全委員異議なく可とすることに決定を

いたしました。 

 以上、報告終わります。 

○議長（三森義高君） 委員長の報告が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。本案については、委員長の報告のとおり決定したいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６３号、辺地に係

る公共的施設の整備計画については、委員長の報告のとおり可決されました。 
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以上で、付託案件の委員長報告並びに採決についてを終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 特別委員長報告について 

○議長（三森義高君） 日程第４、特別委員長報告についてを議題とします。議会広報

特別委員長の報告を求めます。議会広報特別委員長 甲斐直三君。 

○議会広報特別委員長（甲斐直三君） ４番、甲斐です。 

 議会広報特別委員会の報告をいたします。議会広報特別委員会は、昨日一般質問

終了後に１２月１７日午後２時４５分から、第１、２委員会室で行いました。委

員会では議会だより「絆」第３９号の編集計画につきまして検討いたしました結

果、平成２２年２月１０日水曜日を発行目標といたしまして、平成２１年第４回

１２月議会に上程されました２１年度一般会計補正予算の状況を中心に記載をす

るということにしております。 

 議員各位並びに執行部の各位の方々にご協力をお願い申し上げまして、報告とさ

せていただきます。 

○議長（三森義高君） 以上で、特別委員長の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 委員会の閉会中の継続調査申出書について 

○議長（三森義高君） 日程第５、委員会の閉会中の継続調査申出書についてを議題と

します。 

 各常任委員長並びに議会運営委員長から、所管事務及び所掌事務のうち、会議規

則第７５条の規定によって、お手元に配りました調査事項について、閉会中の継

続調査の申し出があっております。お諮りします。各委員長から申し出のとおり、

閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（三森義高君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長の申し出のとおり、

閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） これで本日の日程は全部終了しました。 

ここで一言ご挨拶を申し上げたいと思います。 

１２月の定例会も８日間にわたりまして、皆さん方、執行部をはじめ議会の各位

の皆さん方のご協力を得まして無事に終了することができたわけでございます。

本年はたいへん厳しい経済状況の中で、また、その上、政権交代というたいへん
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な改革がなされ、たいへん厳しい状況下であったわけでございますけれども、経

済活性化対策事業の一環として財政補てんもございまして、２１年度においては

どうにか予算面にも満足のいけるような配慮がなされたんではなかろうかと思い

ます。 

しかしなら、来年度におきましてはそのあおりを受けまして、たいへん厳しい財

政状況になろうかと思います。執行部をはじめ、各議員さん、また町職員全員の

力を結集し、２２年度に向けてすばらしいまちづくりのために頑張っていただき

たいと、斯様に思うわけでございます。たいへん厳しい状況下ではございますけ

ど、皆さん方には２２年がすばらしい一年になりますよう、心から祈念を申し上

げ私の挨拶に代えたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三森義高君） 会議を閉じます。平成２１年第４回高森町議会定例会を閉会い

たします。 

 お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１０時３０分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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